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１０．会議の経過 

 令和６年３月６日（水）午前１０時０２分開議 

○委員長（内田美恵子君） ただいまから教育福祉常任委員会を開会いたします。 

 本日は、今定例会において付託されました議案１５件、請願１件について審査いたします。 

 これより請願について審査いたします。 

 請願第３号、２年連続で国民健康保険税の値上げをせず、国庫負担を国に要請する請願について。 

 本件につきましては、請願者から意見陳述したい旨の申し出がありました。 

 お諮りいたします。請願第３号を審査するに当たり、田中なつみさんを参考人として出席を求め、

意見を聞きたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） 御異議ないものと認めます。 

 よって、そのように決定いたしました。 

（参考人着席） 

○委員長（内田美恵子君） 田中さんに申し上げます。意見陳述の時間は５分となっております。 

 それでは、田中さん、意見陳述をお願いいたします。 

○参考人（田中なつみ君） 私は、国民健康保険税について請願を出した我孫子社保協事務局の田

中と申します。 

 昨年の国保税平均７，５００円の値上げに続き、また今年も平均４，５００円値上げの提案が３

月議会に審議されるとのこと。今でさえ高過ぎる保険税に、暮らしを圧迫され、苦しむ国保加入者、

払いたくても払えないと苦しむ国保加入者の声として、私たちの請願を聞いていただきたいと思い

ます。 

 改めて、憲法２５条、健康に生きる権利を保障する社会保障としての国保の問題として、御審議

いただきたく請願を出しました。 

 戦前は相互扶助制度でしたが、１９６１年制定の国民健康保険法は、社会保障として国民全てが

何らかの公的医療保険制度に加入する国民皆保険制度の土台として整備されました。事業者負担が

なく、低所得者が多いという国保には国庫負担が不可欠だとして、当初の国庫負担は総医療費の

４５％ありましたが、１９８４年に総医療費の３５％に引き下げられてから徐々に減額され、現在

では２０％台に減ってしまいました。２００８年には後期高齢者医療制度が導入され、国保から

７５歳以上の高齢者が切り離されましたが、国保財政は改善されず、国保税の上昇に歯止めがかか

りません。 

 国保税の値上げが続く最大の原因は、国庫負担の削減です。我孫子市では、人口で２０％、世帯

数では３０％が国保に加入しています。国保は赤ちゃんからも均等割が加算され、家族が多いほど
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保険税は高く、子育て世代は同じ年収の会社員に比べ２倍も高い保険税を払っています。非正規で

働く労働者も多く、子どもが欲しいけど苦しい家計を考えると子どもを持つことをちゅうちょして

しまう方もいます。 

 滞納世帯は国保加入者の２０％もあり、保険証がなくて、具合が悪くても病院にかかれず、命を

脅かされている市民がいるのではないでしょうか。実際手後れで命を落としてしまった方が一昨年

では全国で４６件も報告されています。 

 我孫子市議会にお願いしたいことは、国保税の引上げをしなくて済むように、国や県に国庫負担

を増やすように働きかけを強めていただくことです。子どもの均等割は１兆円あればなくせるとの

こと。昨年から就学前の子どもの均等割は半額になり、ありがたいです。せめて１８歳まで子ども

の均等割はなくしてほしいんです。 

 全国知事会が国に要望している１兆円の国庫補助が早期に実現するよう、我孫子市は市長会を通

じて国へ要望していくと、昨年８月の私たちの社保協キャラバンに回答を寄せてくださいました。

まずは、１兆円の国庫補助実現のために力を尽くしてください。 

 国保は社会保障制度です。所得が低いのに保険税が高過ぎる、この不平等を正すことが政治の責

任ではないでしょうか。全ての人に医療を受ける権利、生きる権利が保障される制度にするために、

審議を尽くしてくださいますようお願いして、請願者の発言といたします。 

○委員長（内田美恵子君） 以上で参考人の意見陳述は終わりました。 

 参考人に対する質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） ないものと認めます。 

 参考人に対する質疑を打ち切ります。 

 請願第３号、２年連続で国民健康保険税の値上げをせず、国庫負担を国に要請する請願について、

紹介議員の説明を求めます。 

○紹介議員（船橋優君） 紹介議員の船橋です。よろしくお願いします。 

 今の請願のとおり、市民は大変困っています。我孫子市は、第９期介護保険事業計画等で、高齢

者や家族が住みなれた地域で安心して暮らせる地域づくりとうたっています。 

 本市においては、高齢化率が約３１％と国全体と比べて高くなっています。一方で、労働人口は

大幅に減少することが予想されており、介護をはじめとする社会保障の負担は一層、増大していく

と考えられています。そのため、限りある社会資源を効果的に活用しながら、医療等を支え合って

いかなければいけないと言っています。 

 また、市町村国保においては、幅広い年代の被保険者が存在するため、これらの年代の身体的な

状況等に応じた健康課題を的確に捉え保健事業を実施することにより健康の保持増進等が図られ、
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医療費の適正化に資すると考えられて、市も地域で一体となって被保険者を支える地域包括的ケア

の充実強化に努めるものとするとも言っています。 

 そもそも、国保は社会保障です。全国知事会・市長会でも言っているように、軍事費ではなく国

の予算１兆円を負担するよう、何とか請願をお願いしたいと思っています。 

 また、何とかして保険料率を上げないで会社員並みの保険料にするように協力を願いたいと思い

ます。 

 よろしくお願いします。 

○委員長（内田美恵子君） 以上で紹介議員の説明は終わりました。 

 紹介議員に対する質疑があれば許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） ないものと認めます。 

 紹介議員に対する質疑を打ち切ります。 

 請願第３号、２年連続で国民健康保険税の値上げをせず、国庫負担を国に要請する請願について、

発言があれば許します。 

○委員（江川克哉君） 御請願者の方々ありがとうございます。 

 私どもの会派の意見を申し上げます。 

 まず要旨の１番目の２年連続で我孫子市の国民健康保険税の引上げをしないでほしいというよう

な御意見なんですけれども、まず、非常にお気持ちはよく分かります。負担感が非常にあるという

ことは、お気持ちはよく分かるんですけれども、しかしながら、令和６年度に値上げをしないと、

令和７年度はもっと大幅に値上げをしないといけないことになると思います。そうなると市民の負

担感は、さらに令和７年度に負担することになります。もし値上げをしなかった場合は、一般財源

から繰り入れないといけませんので、そうすると社会保険加入者は二重の負担をすることを強いら

れることになります。 

 また要旨の２番目なんですけれども、国に対して１兆円の公費投入で、協会健保並みの保険税に

するようにというようなお話なんですけれども、ちょっと調べさせていただきました。まず、全国

市長会が昨年の１１月３０日付で提出した書類で、国民健康保険制度等に関する提言というのがあ

るんですけれども、それによりますと国保財政基盤の強化のため、平成３０年度制度改革以降、実

施されている公費３，４００億円の財政支援について継続して実施するとともに、さらなる拡充を

図ることと、こういう内容になっていまして、既に公費として３，４００億円を国が負担をしてい

るんですね。 

 全国知事会・市長会は、それをさらなる拡充を図ることという、そういう文言が提出されている

んですけれども、そうなると今回の要旨の２番目であります１兆円の公費投入というのの根拠が見
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当たらなかったんです。 

 また物価高騰などで市民の方々が非常に生活が苦しいという、これもお気持ちはよく分かるんで

すけれども、御存じかもしれませんが、暮らしが困難な方というのは低所得者の方々が多いと思う

んですけれども、国民健康保険は所得の低い方々に対して７割、５割、２割の軽減措置があります

ので、所得の低い方が非常に苦しいんではないかという御指摘については、それについても当ては

まらないんではないかというふうに考えております。 

 以上のような理由によりまして、私どもの会派は今回の請願には賛同しかねます。 

 以上です。 

○委員（岩井康君） 最近の新聞報道等では、自治体の８割強が国保の値上げという動きになって

います。そういう点では、全国的に非常に厳しい状況というふうになっています。 

 そして昨年も我孫子におきましては、平均の７，５００円で、今回は４，５００円、そして国保

に関する赤字の部分は２億７，０００万円というふうになっていますね。そのうちの約半額、１億

３，０００万円が一般財政からの繰入れというふうになっているわけです。そして、なぜこの半額

なのかということは説明にもありません。ですからこのあたりについても、論議をしなきゃならな

いと思います。 

 そしてもう一方で、新聞でも報道されている中では、値上げが多いのは、標準保険料率が市町村

が独自に保険料を抑えるために行う一般会計からの繰入れをやめさせることを前提に示されるため、

前年度の保険料率より高くなっていることが多いことからであると。ただ、標準保険料率は、制度

上、参考値にすぎないというふうにはっきりと言われています。 

 最終的には、保険料率を決めるのは市町村だということになりますので、実際に一般財政からの

繰入れを抑える目的というのが、これもはっきりしないわけです。そういう点では、むしろ住民、

市民、国民の生活に根差した対応がどうしても必要だというふうに思います。 

 そして今、７割、５割、２割の話もありました。じゃ、２割の方が安心できるのかということに

なりますと、今２０％の滞納があるというふうに発言がありましたけれども、その２０％の中にこ

の２割の人たちがどれだけいるかということで考えると、大変多いんだろうというふうに思います。

ですからそのあたりも含めて考えていく必要があると思いますし、やはり２年間の値上げというの

は、この近隣の中でもないんです。去年は、実際には、我孫子以外なかったんです。今年はありま

す。ですが、そういったふうに、我孫子が２年続いて値上げをしなきゃならない、このことについ

ては、いま一つ説明が不十分だというふうに思います。 

 その点について、ぜひ、被保険者の立場に立って考えていただきたい、このように思います。 

 以上です。 

○委員長（内田美恵子君） ほかにありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） ないものと認めます。 

 請願第３号に対する発言を打ち切ります。 

 暫時休憩いたします。 

午前１０時１８分休憩 

─────── 
午前１０時１９分開議 

○委員長（内田美恵子君） 再開いたします。 

 請願第３号に対する討論及び採決につきましては、請願の内容が議案第１２号と密接に関わるた

め、議案に対する討論、採決と併せて行います。 

 暫時休憩いたします。 

午前１０時１９分休憩 

─────── 
午前１０時２３分開議 

○委員長（内田美恵子君） 再開いたします。 

 これより議案について審査いたします。 

 議案第１０号、我孫子市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について、当局の説明を求め

ます。 

○介護保険室長（茅野強君） 議案第１０号、我孫子市介護保険条例の一部を改正する条例の制定

について御説明いたします。 

 議案書の４２ページをお開きください。 

 初めに提案理由です。 

 本条例は、第９期介護保険事業計画の策定に伴い、令和６年度から令和８年度の６５歳以上の第

１号被保険者の介護保険料の額を定め、介護保険法施行令及び介護保険法施行規則などの一部改正

の施行に伴う所要の改正を行うとともに、条文の整備をするため、我孫子市介護保険条例の一部を

改正する条例を制定するものです。 

 今回の改正点は、主に３点になります。 

 主な内容１点目は、第１段階から第３段階の介護保険料について、国・県から介護保険低所得者

保険料軽減負担金が交付されることから、国から示された公費軽減割合に基づき軽減を図るもので

す。 

 ２点目は、高齢化の進展を見据え、第１号被保険者間での所得再配分機能を強化するため、国の

指針に基づき保険料率の多段階化、高所得者の保険料率の引上げ、低所得者の保険料率の引下げを



【会議録（暫定版）】校正中の原稿のため、正式な会議録ではありません。 

6 

行うものです。 

 ３点目は、昨年末に示された国の報酬改定１．５９％への引上げと、今後の介護保険事業費の増

加を見据え、介護保険法施行例第３９条第１項第５号に規定する、いわゆる保険料基準額を年額で第

８期介護保険事業計画の基準額である第５段階の保険料年間６万円から、第９期では６万６，０００

円、月額５００円の増額へと改定するものです。 

 それでは、新旧対照表に沿って説明をさせていただきます。 

 初めに４３ページ、９条においては、第１項第１号から１８号で保険料率を規定し改正しますが、

第５号が介護保険法施行令第３９条第１項第５号に規定する保険料基準額となります。第８期の所

得段階、第５段階６万円から、第９期では、第５段階６万６，０００円となります。 

 次に、４７ページ、第９条第１項第１４号から１８号において、高所得者の保険料率の多段階化、

保険料率の引上げを行っており、最高保険料率は、４９ページ、第１８号の合計所得金額２，０００

万円以上、保険料率、年額１６万５，０００円となります。 

 その下、第２項において、第１段階の保険料率を１万６，５００円に、５０ページ、第３項におい

て、第２段階の保険料率２万３，１００円に、第４項において第３段階の保険料率を４万１，５００

円と定め、軽減を図っております。いずれも現在の保険料率よりも軽減強化を図っています。 

 なお、議案資料８ページ、我孫子市介護保険条例の一部を改正する条例に関する資料につきまし

ては、第９期計画期間中の所得段階別の介護保険料の一覧表となります。 

 本条例の施行期日は令和６年４月１日からの施行とするものです。 

 パブリックコメントについては、令和６年１月１７日から令和６年１月３１日までの期間で実施

し、２名の方から保険料の負担軽減等の要望について６件の意見がありましたが、意見による条文

の修正はありません。 

 以上で説明を終わります。十分な御審議の上、御可決いただきますようお願いいたします。 

○委員長（内田美恵子君） 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑を許します。 

○委員（江川克哉君） 丁寧な御説明ありがとうございました。 

 まず今回の条例改正によって、低所得者の方々に対する値下げと、全体的に高所得者の方には値

上げになるということですけれども、まず第１段階から第３段階までの値下げの方の対象というの

は我孫子市民として何人ぐらいいらっしゃいますでしょうか。 

○介護保険室長（茅野強君） 第１段階が令和５年１０月１日現在で５，７８９名、第２段階が

２，６３０名、第３段階が２，２１１名となります。 

○委員（江川克哉君） ありがとうございます。 

 それと、以前は高所得者の方が１３段階までで、７００万円以上８００万円未満の方までしかな
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くて、それ以上の方はどれだけ高所得になっても同じ値段だけだったというのが、もっとたくさん

の高所得者の方は負担をして、段階的に細かく分けたということでよろしいでしょうか。 

○介護保険室長（茅野強君） はい、御指摘のとおりでございます。 

○委員（江川克哉君） そうしますと、比較的高所得者と言える、例えば５００万円以上の第１１

段階以上の方々というのは、我孫子市では何名ぐらいいらっしゃいますか。 

○介護保険室長（茅野強君） 第１１段階から第１８段階までの方が合計で１，２６５名いらっし

ゃいます。 

○委員（江川克哉君） ありがとうございます。 

 そうすると、主たる介護保険税を払っていらっしゃる中間の方々というのは、第４段階から１０

段階ぐらいまでだと思うんですけど、何人ぐらいいらっしゃるんでしょうか。 

○介護保険室長（茅野強君） 第１４段階から第１０段階までの方が合計で２万８，５５０名いら

っしゃいます。 

○委員（江川克哉君） ４段階から１４段階ですか。 

○介護保険室長（茅野強君） ４段階から１０段階になります。失礼いたしました。 

○委員（江川克哉君） ありがとうございます。 

 そうしますと、全体としては合計金額としては値上げになると思うんですけれども、市民への介

護サービスへの影響というのはどんなものがありますでしょうか。 

○介護保険室長（茅野強君） 値上げによる十分な介護サービスを第９期期間中に行うために、基

本乗率の引上げを行うものになりますので、サービスの影響につきましてはないものと考えており

ます。 

○委員（江川克哉君） ありがとうございます。 

 我孫子市は、以前から御存じのように高齢化率が高いですから、非常に皆さん市民も注視した事

柄になると思いますので、今後ともしっかりとした取組を何とぞよろしくお願いします。 

 以上です。 

○委員長（内田美恵子君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） ないものと認めます。 

 議案第１０号に対する質疑を打ち切ります。 

 議案第１１号、我孫子市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定

める条例等の一部を改正する条例の制定について、当局の説明を求めます。 

○介護保険室長（茅野強君） 議案第１１号、我孫子市指定地域密着型サービスの事業の人員、設

備及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例の制定について御説明いたします。 
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 議案書別冊の１ページ目をお開きください。 

 初めに提案理由です。 

 介護サービスに関わる基準については、国において介護報酬に関わる改定に合わせて、３年ごと

に見直しが行われております。本条例は、国における指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び

運営に関する基準等の一部を改正する省令の公布に伴い、介護サービス事業者に対し、事業所の運

営規程の概要などの重要事項について、書面掲示に加えてインターネット上で公表すること及び身

体拘束等の適正化のための措置を義務づけるとともに、所要の改正をするために提案をするもので

す。 

 続いて、条例制定の内容について説明いたします。 

 本条例において、令和６年度から介護報酬の改定に合わせて、令和６年１月２５日に公布された

指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令が公布され

たことに伴い、本条例の第１条で我孫子市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に

関する基準、第２条で指定地域密着型介護サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密

着型介護予防サービスに関わる介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準、第３条で指定

介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に関わる介護予防のための効果的

な支援の方法に関する基準、第４条で指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準、以

上の４つの条例のそれぞれ一部を改正するものです。 

 それでは、議案資料の９ページをお開きください。 

 主な改正点としては、１点目は、定期巡回・随時対応型訪問介護看護、地域密着型通所介護、認

知症対応型通所介護、小規模多機能型居宅介護、認知症対応型共同生活介護、地域密着型介護老人

福祉施設入所者生活介護、介護予防認知症対応型通所介護、介護予防小規模多機能型居宅介護、介

護予防認知症対応型共同生活介護、居宅介護支援及び介護予防支援などの重要事項の公表方法の見

直しや、管理者の業務範囲の明確化及び身体的拘束等の適正化の推進についてです。 

 重要事項の公表方法の見直しでは、事業所内での書面掲示を求めている事業所の運営規程の概要

等の重要事項について、インターネット上で情報の閲覧が完結するよう、書面掲示に加え、原則と

して、ウェブサイトに掲載することを義務づけるものです。 

 管理者の兼務範囲の明確化では、提供する介護サービスの質を担保しつつ、介護サービス事業所

を効率的に運営する観点から、管理者が兼務できる事業所の範囲について、同一敷地内における他

の事業所、施設でなくても差し支えない旨を明確化するものです。 

 身体的拘束等の適正化の推進では、身体的拘束等の適正化を推進する観点から、短期入所型サー

ビス及び多機能系サービスについて、身体的拘束等の適正化のための措置、委員会の設置、指針の

設置、研修の実施を義務づけるもの。 
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 訪問系サービス、通所系サービス、居宅介護支援及び介護予防支援については、当該利用者また

は他の利用者等の生命または身体を保護するための緊急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等を

行ってはならないこととする見直しがなされ、基準の改正を行うものです。 

 ２点目は、小規模多機能型居宅介護、認知症対応型共同生活介護、地域密着型介護老人福祉施設

入所者生活介護、介護予防小規模多機能型居宅介護及び介護予防認知症対応型共同生活介護の介護

現場の生産性の向上について。 

 介護現場の生産性向上の取組を推進する観点から、現場における課題を抽出及び分析した上で、

事業所の状況に応じた必要な対応を検討し、利用者の尊厳や安全性を確保しながら事業所全体で継

続的に業務改善に取り組む環境を整備するため、利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び

職員の負担軽減に資する方策を検討するための委員会の設置を義務づけるものです。 

 ３点目は、居宅介護支援の介護支援専門員、いわゆるケアマネジャーになりますが、１人当たり

の取扱件数について、基本報酬における取扱件数との整合性を図る観点から、指定居宅介護支援事

業所ごとに１以上の員数の常勤のケアマネジャーを置くことが必要となる人員基準を見直すもので

す。 

 なお、本条例の施行期日は令和６年４月１日から施行するものです。 

 パブリックコメントについては、我孫子市パブリックコメント手続実施要綱第１３条第２項第４

号の規定により、実施していません。 

 以上で説明を終わります。十分な御審議の上、御可決いただきますようお願いいたします。 

○委員長（内田美恵子君） 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑を許します。 

○委員（島田安子君） 御説明ありがとうございました。 

 まず資料の９ページのところにございました、重要事項の公表方法の見直しでございますが、こ

れはウェブサイト掲載の義務づけ等ございました。これは国のほうの義務づけということでよろし

いんでしょうか。 

○介護保険室長（茅野強君） 委員御指摘のとおりでございます。 

○委員（島田安子君） ありがとうございました。 

 この一部の改正によってのこれからの推移となると思うんですけれども、各施設へのお手間とか、

ここにも経過措置期間が１年とございますけれども、推進の確認とか、手助けとか、その辺のこと

はいかがでしょうか。 

○介護保険室長（茅野強君） 運営規程につきましては、いわゆる介護事業所にとっての法律とい

う位置づけと言われているものになりまして、現在ホームページ等でも、ほぼ大部分の事業所がホ

ームページ等お持ちなんですが、いろいろなところにいろいろなことが書かれているということで、
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今回、具体的にはこれから国のほうから通知等があるかと思いますが、運営規程に関わるところを

こういうものだよということで項目を定めて、それについて各事業所がホームページ等で掲載をし

て内容が確認できるという改正になります。 

 市のほうでも随時、運営規程、１年間の経過措置が設けられておりますが、実地指導等を含めて

確認のほう進めてまいりたいと思っております。 

○委員（島田安子君） それでは資料の１０ページの３番のケアマネジャー１人当たりの取扱件数

についてとございますけれども、ちょっとヒアリングの際に今まで３５人ケアされるという規定だ

ったところに、４４まで人数が増えるというふうに受け取ったんですけれども、このことについて

は、基本報酬における整合性が矛盾がなく整っていること、つじつまが合うようにということで

３５人対応から４４人対応へということでございましたけれども、従事する方の大変さとかはない

でしょうか。その辺を伺いたいと思います。 

○介護保険室長（茅野強君） まず、制度的な改正といたしまして、委員御指摘のとおり、今まで

３５名だったものが４４名ということで変わっております。 

 これは、今までの報酬請求ということになりますと、４０件未満ですと通常の請求ができるとこ

ろなんですが、４０件を超えてしまうと報酬単価が６割程度に下がって請求、いわゆる減算になっ

てしまうということで。そうすると、多くケアプランを作成したいところでも、４０を超えてしま

うと報酬単価が下がってしまうということで、なかなかちょっとそれはできない。手を挙げる事業

者さんが多くはなかったということで、今回の改正では、予防の方は３分の１を、３人を１人とい

うことでカウントするということも明文化されまして、今後、報酬改定のほうも国から追加で来る

かと思いますが、４４名に関しては通常請求が可能とするものということになります。 

 あと、ケアマネさんの手間につきましては、やはりいろいろケアマネさんと聞き取りする中で、

来週もちょっとケアマネ協議会等もありますので、こちらの素案をお示しながら、お手間とかの話

につきましても意見等お伺いさせていただきまして、現状把握等行っていきたいと思っております。 

○委員（島田安子君） ありがとうございました。終わります。 

○委員（岩井康君） 議案資料の９ページの（３）身体的拘束等の適正化の推進とありますが、見

直しを行うというに書かれておりますが、ということはそれ以前の現在といいますか、見直しを行

う前の時点では、例えばどのような問題があったのか含めて、我孫子ではどうだったのかお知らせ

ください。 

○介護保険室長（茅野強君） こちらの身体拘束の適正化につきましては、前回のこちらの見直し

のほうで行われていたところになりまして、前回で見直しが行われたこと、新たに制定されたこと

につきましては、記録の整備、それと委員会の開催、指針の整備、研修の実施というのが位置づけ

られました。 
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 ただ、現在の国の資料等を見たところ、依然として要介護施設従事者による身体拘束の大体

３０％程度が、身体拘束が緊急やむを得ない場合に規定されている手続を経ていない要介護施設従

事者による身体拘束が、２割から３割行われているということで、今回の見直しに至った経緯とな

ります。 

○委員（岩井康君） ありがとうございました。 

 それで、その後のところで１年間の経過措置となっているんですけれども、１年間の間、経過措

置ですから、一定期間、間が空くわけですよね。その間の例えば暫定的な対応といいますか、その

あたりはどうなんでしょうか。 

○介護保険室長（茅野強君） 当然１年後には経過措置が終わるということですけれども、事業所

のほうには、もう４月１日からできることは、もうすぐ取り組むようにということで、通知等を送

りながら実施状況等につきましては確認していきたいと思っております。 

○委員長（内田美恵子君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） ないものと認めます。 

 議案第１１号に対する質疑を打ち切ります。 

 議案第１２号、我孫子市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について、当局の説明

を求めます。 

○国保年金課長補佐（野口秀郎君） 議案第１２号、我孫子市国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例の制定について御説明いたします。 

 議案書５２ページをお開きください。 

 提案理由を御説明します。 

 国民健康保険事業特別会計における財政収支の改善を図るため、基礎課税額及び後期高齢者支援

金等課税額の税率を改定するため提案するものです。 

 本市の国民健康保険の財政状況は、被保険者数の減少に伴い、収入源である保険税納付額等も税

率改定による増加はあるものの減少傾向にある一方、１人当たりの医療費は増加しているため、千

葉県に支払う国民健康保険事業費納付金などの支出額が収入額を上回る状況が続いています。 

 令和３年度及び５年度に税率改定を行いましたが、不足額の解消に至っておらず、令和４年度ま

では国民健康保険財政調整基金を活用することで対応していました。 

 しかし、基金残高も減少し、令和５年度は基金残高全額を繰り入れしても不足額の解消には至ら

ず、赤字補てんのため一般会計から法定外繰入れを行わなければならない状況です。 

 今回、千葉県が示した仮係数による事業費納付金を基に令和６年度の予算編成をしたところ、国

民健康保険財政調整基金も枯渇したことから、約２億７，０００万円の財源を確保することが必要
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となりました。 

 財政収支の改善を図るためには、保険税率の改定もしくは一般会計からの決算補填等を目的とし

た法定外繰入れの２つの方法しかありません。しかし、財政運営の責任主体である千葉県が策定す

る令和６年度４月を始期とする第２期国民健康保険運営方針案では、決算補填等の目的の法定外繰

入れは、保険給付と保険料負担の関係性が不明瞭となること、また、被保険者以外の住民に負担を

求めることとなること等から、解消、削減を図るべきである。よって、県全体として令和１２年度

までに決算補填等目的の法定外繰入れを解消することを目標とするとされています。 

 このようなことから、安定的な事業運営を行うため、千葉県が示す標準保険料率等を参考に、我

孫子市国保運営協議会の答申を受けた上で、保険税率を改定するものです。 

 それでは、条例の一部を改正する内容につきまして御説明いたします。 

 議案書５３ページを御覧いただくとともに、議案資料１１ページを御覧ください。 

 初めに第４条、国民健康保険の被保険者に係る基礎課税額の被保険者均等割額を１万８，０００

円から２万１，２００円に改める。 

 議案書５４ページをお開きください。 

 第５条、国民健康保険の被保険者に係る基礎課税額の世帯別均等割額を、第１号の特定世帯及び特

定継続世帯以外の世帯は１万８，６００円から２万２，３００円に、第２号の特定世帯は９，３００

円から１万１，１５０円に、第３号の特定継続世帯は１万３，９５０円から１万６，７２５円にそ

れぞれ改める。 

 第６条、国民健康保険の被保険者に係る後期高齢者支援金等課税額の所得割額を１００分の

３．９１から１００分の３．８５に改める。 

 第７条、国民健康保険の被保険者に係る後期高齢者支援金等課税額の被保険者均等割額を９，６００

円から１万５００円に改める。 

 次に、低所得世帯のための軽減制度についての改正です。 

 まずは、７割軽減該当世帯の場合です。 

 議案書５６ページを御覧ください。 

 第２１条第１項第１号ア、国民健康保険の被保険者に係る基礎課税額の被保険者均等割額を１万

２，６００円から１万４，８４０円に改める。 

 議案書５７ページを御覧ください。 

 イ、国民健康保険の被保険者に係る基礎課税額の世帯別平等割額を、（ア）特定世帯及び特定継

続世帯以外の世帯は１万３，０２０円から１万５，６１０円に、（イ）特定世帯は６，５１０円か

ら７，８０５円に、（ウ）特定継続世帯は９，７６５円から１万１，７０８円にそれぞれ改める。 

 ウ、国民健康保険の被保険者に係る後期高齢者支援金等課税額の被保険者均等割額を６，７２０
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円から７，３５０円に改める。 

 次に、５割軽減該当世帯の場合です。 

 議案書５８ページを御覧ください。 

 第２号ア、国民健康保険の被保険者に係る基礎課税額の被保険者均等割額を９，０００円から１

万６００円に改める。 

 イ、国民健康保険の被保険者に係る基礎課税額の世帯別平等割額を、（ア）特定世帯及び特定継

続世帯以外の世帯は９，３００円から１万１，１５０円に、（イ）特定世帯は４，６５０円から

５，５７５円に、（ウ）特定継続世帯は６，９７５円から８，３６３円にそれぞれ改める。 

 ウ、国民健康保険の被保険者に係る後期高齢者支援金等課税額の被保険者均等割額を４，８００

円から５，２５０円に改める。 

 次に、２割軽減該当世帯の場合です。 

 議案書５９ページを御覧ください。 

 第３号ア、国民健康保険の被保険者に係る基礎課税額の被保険者均等割額を３，６００円から

４，２４０円に改める。 

 イ、国民健康保険の被保険者に係る基礎課税額の世帯別平等割額を、（ア）特定世帯及び特定継続

世帯以外の世帯は３，７２０円から４，４６０円に、（イ）特定世帯は１，８６０円から２，２３０

円に、（ウ）特定継続世帯は２，７９０円から３，３４５円にそれぞれ改める。 

 ウ、国民健康保険の被保険者に係る後期高齢者支援金等課税額の被保険者均等割額を１，９２０

円から２，１００円に改める。 

 未就学児の均等割軽減額についても改正いたします。 

 議案書６０ページを御覧ください。 

 第２項第１号、基礎課税額の被保険者均等割軽減額を、ア、７割軽減該当世帯は２，７００円か

ら３，１８０円に、イ、５割軽減該当世帯は４，５００円から５，３００円に、ウ、２割軽減該当

世帯は７，２００円から８，４８０円に、エ、軽減該当世帯以外の世帯は９，０００円から１万

６００円にそれぞれ改める。 

 第２号、後期高齢者支援金等課税額の被保険者均等割額を、ア、７割軽減該当世帯は１，４４０

円から１，５７５円に、議案書６１ページを御覧ください。イ、５割軽減該当世帯は２，４００円

から２，６２５円に、ウ、２割軽減該当世帯は３，８４０円から４，２００円に、エ、軽減該当世

帯以外の世帯は４，８００円から５，２５０円にそれぞれ改める。 

 なお、今回改正する保険税率は、令和６年度算定分から適用になります。 

 また、保険税率を改定することにより、約１億２００万円の保険税増収を見込んでいます。 

 パブリックコメントは、国民健康保険法第１１条第２項に基づき、我孫子市国保運営協議会にて
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諮問、答申を実施しており、我孫子市パブリックコメント手続実施要綱第３条第２項第３号、施策

の策定について法令等に意見聴取手続が定められている場合に該当することから、パブリックコメ

ントの実施を見送りました。 

 以上で説明は終わります。十分な御審議の上、御可決いただきますようお願いいたします。 

○委員長（内田美恵子君） 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑を許します。 

○委員（岩井康君） ありがとうございました。 

 国保の財源として２億７，０００万円の赤字という報告から入ったわけですね。そのうちの１億

３，０００万円が一般財政からの繰入れというふうになっているんですけれども、一つ県の指標と

いいますか、あれが示されるのは、たしか６月頃じゃないですか、実際には。そのあたり、まず最

初に１つその点についてお伺いしたいと思います。 

○国保年金課長（海老原正君） 県から仮係数で、まずは国が示す仮係数で事業費納付金を計算し

ます。それが１２月の初旬に、仮係数での算定は県から届きます。 

○委員（岩井康君） １２月に仮係数が出されたということですけれども、実際に確定するといい

ますか、固まるのが６月というふうに聞いているんですが、このあたり違うんでしょうか。 

○国保年金課長（海老原正君） 確定の係数についての事業費納付金については、今年の２月の上

旬に届いています。そのところで事業費納付金について差額がございますので、それにつきまして

は翌年度の９月補正で補正しております。 

○委員（岩井康君） 補正で調整ということですね。分かりました。 

 それと、先ほどのところで２億７，０００万円の赤字に対して１億３，０００万円一般財政から

の繰入れと。この１億３，０００万円の根拠はどういうことですか。 

○国保年金課長（海老原正君） まず赤字額が２億７，０００万円ほどございましたので、そこで

全額税率改定となりますと、これは非常に被保険者の方の負担が大きくなるというところで、去年

に引き続いての２年間の引上げになりますから、去年よりはさらに引上げ額を抑えつつ、その半分

については一般会計から繰り入れるということで、この辺は税金から投入するわけになりますので、

国民健康保険に加入されていない方、市民の約８割は国民健康保険以外の社会保険ですので、そち

らの方の理解が得られるであろうという線で、半分を一般会計からの繰入れとさせていただきまし

た。 

○委員（岩井康君） であろうという形でね、約半額、半分、１億３，０００万円になったという

のは、説明としてはもうちょっと正確っていいますかね、皆さんが納得できるようなものにしてい

く必要があるんじゃないかなと思うんですけれども。実際に１億３，０００万円を出して、さらに

は赤字なわけですから、実際にはね。そのために４，５００円が充当されるわけですよね。 
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 そのあたりについて、昨年は近隣市では上げたところないんですよね、去年はね。ところが、今

年は上げるところ随分ありますけれども。そういう点では、我孫子の場合２年連続ですので、この

あたり何とかならないのかなというのは、先ほども請願された方からも言われているわけなんです

ね。 

 ですから大変厳しい、市民の方々も厳しい、そして社会保障でもあるということで、社会保障と

いうのは実際にはいろいろありますよね。例えば対応しないような人たちも税金を払っているわけ

ですから。例えば、学童がいない家庭だって、税金のうちからいろんな形で払っているものもあり

ますし、そういう点では、負担の問題は必ずしも８割の方々がという言い方にはならないんじゃな

いかというふうに思うんですが、いかがなもんでしょうか。 

○国保年金課長（海老原正君） 提案理由の説明でもさせていただきましたけれども、県のほうで

今、千葉県の国民健康保険事業の運営方針というものをつくっていまして、これが来月の４月から

スタートする第２期目の運営方針になります。その中には、一般会計からの赤字繰入れ、いわゆる

法定外の繰入れになるんですけれども、それは解消していかないといけないんだろうということで、

県の目標としまして、令和１２年度までに一般会計からの赤字繰入れは解消するという目標が掲げ

られます。 

 したがいまして、令和１２年度までには、県から標準保険料率というものを示されます。これが

理論的に、こちらの標準保険料率に合わせれば、理論上、事業費納付金を含むものを保険税で賄え

るとなりますので、まず、令和１２年度までには保険料率のほうに近づけないということがござい

ます。そういったことから、先ほどの繰り返しになりますけれども、今回２年連続にはなりますが、

負担感をなるべく和らげるために、全額の引上げということではなくて、１人当たり４，５００円

の引上げとさせていただきたいということで御提案させていただいております。 

○委員（岩井康君） 標準保険料率については、制度上からいっても、いわゆる参考値というふう

な言い方をされているんですね。ですから参考値であって、実際には、最終的には保険料率につい

ては、決めるのは市町村というふうになっているんですよね。ですから、そのあたりについてやっ

ぱり決めるのは市町村なので、そこに実際住まわれている市民の方々の負担をどう軽減するかとい

うのが税金の使い方ですよね。このあたりが一番の市民の皆さんが納得できるように、ぜひしてい

ただきたいということなんですけれども。 

○国保年金課長（海老原正君） おっしゃるとおり標準保険料率、県から示されますので、それは

あくまでも参考値ということです。実際に税率を決定するのは各自治体になりますので、そういう

中で、県から今回示された標準保険料率に全て合わせてしまうと、これは１人当たり非常に御負担

が大きくなるという中で、今回引上げさせていただく税率を決定させていただいて、なおかつ半分

については一般会計から少し繰入れさせていただくということで御提案させていただいております。 
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○委員（芝田真代君） こんにちは。私も、このたび社保から国保に変更になりましたものでして、

大変、国保は高い金額を払っているんだなというのを実感しているものです。 

 その中で今、令和１２年までの繰入れを解消していくことが目標というお話を伺っておりますが、

今後もずっと上がり続けるということでしょうか。緩やかにするために今回の２年上がっていくん

だよという説明は受けましたが、その先、例えば今回２年上げるのは申し訳ないから、今回は上げ

ないで横ばいでいきましょうってなったときに、高額に上げてしまわないようにの今回の施策だと

伺っております。 

 この先でも令和１２年までに繰入れを解消するとなると、今後も緩やかに繰り上がっていってし

まうんではないかという不安だったり、皆さんに対しての負担だったりというのを感じざるを得な

いのですが、その辺詳しくお聞かせいただけますでしょうか。 

○国保年金課長（海老原正君） 毎年、来年度の予算編成するときに、どのくらいの赤字になるか

というところで検討するんですけれども、その赤字額がどのくらいになるかというのが県から示さ

れる国民健康保険の事業費納付金が幾らになるかで大きく変わってきます。 

 その事業費納付金自体がどのくらいに今後なるかという推計については、県でも推計しないと言

っています。なぜかというと、国からとか、いろいろ入ってくる公費、そういったものが引かれる

わけなんですけれども、その辺のあたりの数字が不透明なので、事業費納付金がどのくらいになる

か、ちょっと推計していないということですので、私どもとしましても、今後どのくらいの赤字に

なるかというところが計算できないというのが現状でございます。 

 ただ、今後も赤字にはなるんだろうというところで、大体今のところ来年度については２億

７，０００万円の赤字になっています。令和５年度の当初予算編成時点では約５億円というところ

ですので、今後も、その範囲の中で赤字は続くんだろうなということでは考えております。 

○委員（芝田真代君） そうすると、今後も緩やかに上がっていく可能性はあるということですよ

ね。 

○国保年金課長（海老原正君） 税率については、できれば今の収入がそのままであれば、改定し

ないほうが我々としてもいいんですけれども、そうはいかないと思いますので。実際に引上げてい

くかどうかというのは、その時々のやっぱり赤字額の幅とかもありますし、社会情勢というところ

もありますので、それは事業費納付金が示された時点で、引上げについては検討していかざるを得

ないのかなとは考えております。 

○委員（芝田真代君） 御答弁ありがとうございます。 

 今現状、お給料が上がったところで物価も既に上がっているので、もう全てが上がっている自営

で働いている方々にとっては、手元に利益というのは感じられていないと思うんですね。 

 その中で、このままでは、ましてや働いていないで年金で暮らしていますよという方だったりす
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ると、滞納、未納、そしてあと生活保護に流れていかれる方もいらっしゃると思います。マイナス

に感じさせない何か対策として、多分今回の請願に関しても出されたと思いますので、ぜひ２年連

続でということであるのであれば、どこかでやっぱり市民が納得する形での引上げをお願いしたい

と思います。御答弁は結構です。 

○委員長（内田美恵子君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） ないものと認めます。 

 議案第１２号に対する質疑を打ち切ります。 

 議案第１３号、我孫子市ひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制

定について、当局の説明を求めます。 

○子ども支援課主幹（三宅智之君） 議案第１３号、我孫子市ひとり親家庭等の医療費の助成に関

する条例の一部を改正する条例の制定について御説明いたします。 

 議案書の６２ページを御覧ください。 

 提案理由は、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律の一部改正により裁判所

の発する命令に関する規定が改められることに伴い、条文を整備するため提案するものです。 

 改正の内容といたしましては、議案書の６３ページ下段を御覧ください。 

 令和５年５月に、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律の一部を改正する法

律が公布され、裁判所が発する保護命令制度の拡充と保護命令違反の厳罰化が図られました。これ

により、今まで同法第１０条第１項に規定されていた、接近禁止命令と退去等命令が分割され、第

１０条第１項に接近禁止命令、新設された第１０条の２に退去等命令が規定されることになりまし

た。 

 これに伴い、我孫子市独り親家庭等の助成に関する条例第２条第２号アにおいて、独り親家庭等

の父母等として定義する要件中、（オ）に規定する、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等

に関する法律第１０条第１項の文言の後に、「または第１０条の２」という文言を追加し、改正い

たします。 

 なお、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律の一部を改正する法律は、令和

６年４月１日施行となっていることから、本条例もそれに合わせて令和６年４月１日から施行をい

たします。 

 以上で議案第１３号に対する説明を終わります。十分な御審議の上、御可決いただきますようお

願いいたします。 

○委員長（内田美恵子君） 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑を許します。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） ないものと認めます。 

 議案第１３号に対する質疑を打ち切ります。 

 議案第１４号、我孫子市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例の制定について当局の説明を求めます。 

○保育課主幹（石崎宣生君） それでは、議案第１４号、我孫子市特定教育・保育施設及び特定地

域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について説明いたしま

す。 

 議案書の６５ページを御覧ください。 

 提案理由は、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等

の運営に関する基準の一部改正に伴い、施設の運営規程の概要等の重要事項について、書面掲示に

加えてインターネット上で公表することを義務づけるとともに、条文を整備するため提案するもの

です。 

 市では、子ども・子育て支援法第３４条第３項及び第４６条第３項の規定に基づき、特定教育・

保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準府令を

基準として、市基準条例を制定しています。 

 今回改正された基準府令は、市が基準条例を定めるに当たっての参酌すべき基準となっています。

通常、市の基準条例は、基準府令の条文に準じた条文となっているため、基準条例の規定を基準府

令と同様に改正するものです。 

 議案書の６６ページを御覧ください。 

 第２３条は、同条に規定する施設の重要事項の書面掲示の義務づけを見直し、書面掲示に加えイ

ンターネットを利用して公衆の閲覧に供しなければならないこととするため、改正を行うものです。 

 次に、議案書の６７ページを御覧ください。 

 ５３条は、同条第２項第２号に規定する磁気ディスク及びＣＤ－ＲＯＭ等の使用による記録の交

付を定めた規定における改正前の「磁気ディスク、シー・ディー・ロムその他これらに準ずる方法

により一定の事項を確実に記録しておくことができる物」について、技術中立性を明らかにする観

点から、媒体の種類を示さない形の「電磁的記録媒体」に改め、文言の適正化を図るものです。 

 この条例は公布の日から施行します。 

 ただし、第２３号の改正規定は令和６年４月１日から施行します。 

 以上で説明を終わります。十分な御審議の上、御可決いただきますようお願いいたします。 

○委員長（内田美恵子君） 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑を許します。 
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○委員（甲斐俊光君） すみません、ちょっとしたことなんですけれども、こちらの議案書の６６

ページの第２３条、こちらインターネット上で公表なんですけれども、読みますと、「掲示すると

ともに、電気通信回線に接続して行う自動公衆送信（公衆によって直接受信されることを目的とし

て公衆からの求めに応じ自動的に送信を行うことをいい、放送又は有線放送に該当するものを除

く。）により公衆の閲覧に供しなければ」というのが、物すごく分かりづらくて、先ほど議案１１

号にあったんですけれども、重要事項をウェブサイトに掲載しなければならないみたいな簡単な記

載じゃ駄目だったんでしょうかね、こちら。 

○保育課主幹（石崎宣生君） この規定につきましては国の文言になりますので、その文言をその

まま使用している形になります。 

○委員（甲斐俊光君） 私が読んでもよく分からなくて、一般の方がよく。自動公衆送信というの

がよく分からなくて。国の文言なんでしょうけれども、業者さんからも非常にいろいろなものがあ

るんじゃないかと。例えばｉモードだったら駄目なのか、まあ、なくなったかもしれないですけど、

駄目なのかなとか。ユーチューブもあるのかなとか、何かいろいろ何か余計な想像させるというか、

国の文言なので仕方ないのかもしれないですけれども、ちょっと分かりやすいほうがいいかなとは

思いました。要望です。 

○委員長（内田美恵子君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） ないものと認めます。 

 議案第１４号に対する質疑を打ち切ります。 

 議案第２１号、我孫子市使用料条例の一部を改正する条例の制定について、当局の説明を求めま

す。 

○文化・スポーツ課長（辻史郎君） 議案第２１号、我孫子市使用料条例の一部を改正する条例の

制定について御説明させていただきます。 

 議案書９７ページ、併せて議案資料１４ページを御覧ください。 

 提案理由です。 

 受益者負担の適正化のため、湖北台中央公園の野球場の使用料を改定するとともに、中学校体育

館の空調設備に係る使用料を新たに定めるため提案するものです。 

 提案内容ですが、湖北台中央公園の野球場については、今まで１時間当たり一般と大学生が８００

円、高校生以下４００円のところ、受益者負担の在り方に関する基本方針に基づき、１時間当たり

一般と大学生を１，０００円、高校生以下を５００円に改定するものです。 

 なお、湖北台中央公園の野球場については、４年前の令和２年３月に一度値上げを実施していま

すが、激変緩和措置によって、それぞれ７００円を８００円に、３５０円を４００円にと、１．１４
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倍の小幅な値上げにとどめていました。今回の値上げは、受益者負担の在り方に関する基本方針か

ら導き出された適正額に近づけるべく改正を提案するところです。 

 近隣市の状況につきましては、野球場の立地や設備内容、設置経緯などが異なるため、一概に比

較はできませんが、おおむね適正な金額であると考えます。 

 次に、議案書１００ページを御覧ください。 

 中学校体育館の空調設備ですが、平成３１年に設置され、今まで６月から９月までの夏季の期間、

暑さ指数、ＷＢＧＴ２８以上の厳重警戒レベルの際に、利用登録を行った団体に対し、運用上、熱

中症対策として空調使用を無料で認めてきました。しかし、昨今、電気代が高騰し、中学校の光熱

水費を圧迫することになっていることから、空調設備を使用した者が使用実績に基づき負担するこ

とが受益者負担の観点から望ましいと考え、使用料の新設を提案することになりました。 

 備考１は、減免に関する規定ですが、「中学校の体育館の空調設備に係る使用料を除く」とある

のは、空調設備の使用に関しては、高校生以下の者を主たる構成員とする団体であっても使用料を

徴収することを示したものです。 

 １時間当たり２４０円の算出根拠ですが、昨年７月から８月にかけて、我孫子中学校、白山中学

校、湖北台中学校でエアコン電気使用量と時間数の記録を取り、１時間当たりの電気使用量を平均

約３５キロワットアワーと算出し、電気単価２６．３４円と、受益者負担割合０．２５を掛けて切

上げた値２４０円を１時間当たりの空調設備使用料といたしました。 

 なお、近隣自治体での空調使用料の事例ですが、議案資料１４ページにあるように、流山市と浦

安市が徴収しています。流山市では、プリペイドカード方式で使用した電気代に相応する実費を徴

収しており、学校によって機種が異なるため、料金は１時間当たり１，０９６円から２，２００円

と異なっています。また、浦安市では、中学校体育館のエアコン使用料として１時間当たり３２０

円を徴収しています。このことからも、当市での改正後に徴収する１時間２４０円は妥当な金額で

あると考えております。 

 条例は、御可決いただきましてから、周知期間を取って令和６年１０月１日から施行する予定で

す。ただし、中学校体育館の空調設備利用に係る別表第３の改正は、６月１日から施行する予定で

す。 

 なお、条例改正に当たっては、令和５年１２月８日から令和６年１月１０日までパブリックコメ

ントを実施しましたが、特に意見はありませんでした。 

 十分な御審議の上、御可決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

○委員長（内田美恵子君） 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑を許します。 

○委員（芝田真代君） 質問させていただきます。 
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 中学校と小学校で値段が変わってくるのはやっぱり使用頻度の差ですか。 

 議案書１００ページの……、何か間違えて見ていましたかね。すみません、間違えました。失礼

しました。 

○委員（島田安子君） 質問させていただきます。 

 体育館の空調設備この２４０円という設定の算出に関しては理解いたしましたけれども、先ほど

流山市とか、近隣市のことの御説明がございましたけれども、どのような形で徴収される御予定で

ございましょうか。お願いいたします。 

○文化・スポーツ課長（辻史郎君） 我孫子市での徴収ということでよろしいですか。 

 私どもは、使用団体、登録団体に対しまして利用実績に合わせて、後で要は請求を行うという形

になりますので、こちらの空調使用に関しましてもそれと同じで、使った方に利用金額を後から請

求するという形になります。 

○委員（島田安子君） ありがとうございました。 

 本当に、これは施行がこのことに関しては６月１日からということでございますので、今夏のこ

の暑さのことも考えてのことでございましょうと思いました。 

 ありがとうございました。よろしくお願いいたします。 

○委員長（内田美恵子君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） ないものと認めます。 

 議案第２１号に対する質疑を打ち切ります。 

 議案第２２号、我孫子市民体育館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて、当局の説明を求めます。 

○文化・スポーツ課長（辻史郎君） 議案第２２号、我孫子市民体育館の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例の制定について御説明させていただきます。 

 議案書１０１ページ、併せて議案資料１４ページを御覧ください。 

 提案理由です。 

 受益者負担の適正化のため、我孫子市民体育館の野球場の使用料を改定するため提案するもので

す。 

 提案内容ですが、我孫子市民体育館野球場について、今まで１時間当たり高校生以下と６５歳以

上が７５０円、一般が１，５００円のところ、受益者負担の在り方に関する基本方針に基づき、１

時間当たり高校生以下と６５歳以上を９５０円、一般を１，９００円に改定するものです。 

 議案第２１号と同様に、令和２年３月の値上げの際には、市民体育館野球場の使用料も激変緩和

措置によって、それぞれ７００円を７５０円、１，４００円を１，５００円と１．０７倍の小幅な
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値上げにとどめていました。今回の値上げは適正額に近づけるべく改正を提案するところです。 

 条例は御可決いただきましてから、周知期間を取って令和６年１０月１日から施行する予定です。 

 なお、条例改正に当たっては、令和５年１２月８日から令和６年１月１０日までパブリックコメ

ントを実施しましたが、特に意見はありませんでした。 

 十分な御審議の上、御可決いただきますようよろしくお願いいたします。 

○委員長（内田美恵子君） 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） ないものと認めます。 

 議案第２２号に対する質疑を打ち切ります。 

 議案第２６号、令和５年度我孫子市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について、当

局の説明を求めます。 

○国保年金課長補佐（廣瀬弘忠君） それでは、議案第２６号、令和５年度我孫子市国民健康保険

事業特別会計補正予算（第３号）について御説明いたします。 

 補正予算書の１２５ページをお開きください。 

 今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３億７，０４１万７，０００円

を減額し、予算総額を歳入歳出それぞれ１１７億４，３７２万４，０００円とするものです。 

 それでは、事項別明細書に基づき主な項目を御説明いたします。 

 １３３ページをお開きください。 

 初めに歳入です。 

 款５項１目１保険給付費等交付金の節１、保険給付費等交付金（普通交付金）につきましては、

保険給付費の支出が当初見込みを下回ったことなどにより、３億５，３９９万６，０００円を減額

するものです。 

 節２保険給付費等交付金（特別交付金）につきましては、特定健康診査等負担金等の交付決定に

伴い１４４万１，０００円を減額するものです。 

 款６項１目１一般会計繰入金のうち、節１保険基盤安定繰入金（保険税軽減分）及び節２保険基

盤安定繰入金（保険者支援分）につきましては、国民健康保険基盤安定負担金の交付決定に伴い、

合わせて３，１４７万８，０００円を増額するものです。 

 その下の節３未就学児均等割保険税繰入金につきましては、未就学児均等割保険料負担金の交付

決定に伴い、１６万９，０００円を減額するものです。 

 その下の節４職員給与費等繰入金につきましては、歳出における総務費の減額に合わせて、３０９

万３，０００円を減額するものです。 
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 その下の節６出産育児一時金等繰入金につきましては、出産育児一時金の支給額の減に伴い、

１６６万６，０００円を減額するものです。 

 その下の節８その他一般会計繰入金につきましては、国民健康保険基盤安定負担金の増額などに

伴い、４，３４２万５，０００円を減額するものです。 

 １３５ページをお開きください。 

 款８項２目１一般被保険者返納金につきましては、不当利得による返納金が当初見込みを上回っ

たことにより、１２７万１，０００円を増額するものです。 

 目３一般被保険者第三者納付金につきましては、交通事故による第三者求償返還額が当初見込み

を上回ったことにより、６２万４，０００円を増額するものです。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 １３７ページをお開きください。 

 款１項１目１一般管理費のうち、右側のページ説明欄、２つ目の丸、国民健康保険事務運営費に

つきましては、通信運搬費が当初見込みを下回ったことにより、１４０万円を減額するとともに、

電算委託料は、レセプト処理件数の減少に伴い、５０万円を減額するものです。 

 １３９ページをお開きください。 

 款２項１療養諸費につきましては、被保険者数の減により当初見込みを下回ったことなどから、

療養者費全体で３億１，４００万円を減額するものです。 

 項２目１一般被保険者高額療養費につきましては、被保険者数の減などにより当初見込みを下回

ったことから、４，０００万円を減額するものです。 

 項４目１出産育児一時金につきましては、当初見込みよりも件数が下回ったことにより、２５０

万円を減額するものです。 

 １４１ページをお開きください。 

 項５目１葬祭費につきましては、当初見込みより件数が下回ったことにより、１５０万円を減額

するものです。 

 項６目１傷病手当につきましては、見込みを下回ったことにより、５０万円を減額するものです。 

 １４３ページをお開きください。 

 款５項１目１保健衛生普及費のうち、節１２委託料につきましては、データヘルス計画に基づく

保健事業委託料のうち、糖尿病性腎症重症化予防事業の保健指導委託分において、保健指導申込み

者数が当初の見込みを下回ったことなどにより、７１９万５，０００円を減額するものです。 

 節１８負担金補助及び交付金につきましては、はりきゅうマッサージ利用者助成金における申請

件数が当初見込みを下回ったことにより、１５０万円を減額するものです。 

 中段の項２目１特定健康診査等事業費につきましては、健康づくり支援課への執行委任により実
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施している特定健診特定保健指導等の事業において、特定健診受診券作成業務委託料等が入札の結

果安価に契約できたことにより、一般会計への繰出金１０８万８，０００円を減額するものです。 

 以上で説明を終わります。十分な御審議の上、御可決いただきますようお願いいたします。 

○委員長（内田美恵子君） 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） ないものと認めます。 

 議案第２６号に対する質疑を打ち切ります。 

 議案第２７号、令和５年度我孫子市介護保険特別会計補正予算（第３号）について、当局の説明

を求めます。 

○介護保険室長（茅野強君） 議案第２７号、令和５年度我孫子市介護保険特別会計補正予算（第

３号）について御説明いたします。 

 補正予算書の１５１ページをお開きください。 

 本案は、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ３億１，７４６万３，０００円を減

額し、予算総額を１２０億５，４８５万９，０００円にしようとするものです。 

 それでは、事項別明細書に沿って主な内容を御説明いたします。 

 １５９ページをお開きください。 

 初めに、歳入について御説明いたします。 

 歳入では、主に歳出予算における介護給付費及び地域支援事業費の支出の増減に伴い、特定財源

となる国庫支出金、支払基金交付金、県支出金、繰入金について、それぞれ増額、減額をするもの

です。 

 上段、国庫支出金は、款２項１目１介護給付費負担金について、７，３８５万円の減額となりま

す。 

 その下、款２項２目２地域支援事業費交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）について、

５４９万円の増額となります。 

 また、款２項２目３地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業以外）について、

３４２万３，０００円の減額となります。 

 下段、支払基金交付金、県支出金、一般会計繰入金については、国庫支出金と同様、地域支援事

業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）については増額となり、介護給付費負担金、地域支

援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業以外）については、それぞれ減額となります。 

 次に、１６３ページをお開きください。 

 款６項１目５その他一般会計繰入金のうち、節１職員給与費等一般会計繰入金は、会計年度任用
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職員の人件費について不用額が生じたため、９２０万１，０００円の減額。 

 節２事務費一般会計繰入金は、介護認定調査費などに不用額が生じたため、１４４万円を減額す

るものです。 

 款６項２目１介護保険財政調整基金繰入金については、介護給付費及び地域支援事業費に減額が

生じたことから、１，３７４万５，０００円を減額するものです。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 １６５ページをお開きください。 

 款１総務費では、項１目１一般管理費、説明欄１つ目の丸、会計年度任用職員人件費について、

介護認定調査員について新たな採用ができなかったことなどから、９２０万１，０００円を減額す

るものです。 

 中段、款１項２目１賦課徴収費は、コンビニ収納取扱件数の増加により、手数料６万７，０００

円を増額するものです。 

 下段、款１項３目２認定調査費等は、介護認定調査費について主治医意見書の作成への手数料に

不用額が生じたため、合わせて１５０万７，０００円を減額するものです。 

 １６７ページをお開きください。 

 款２保険給付費については、利用者や対象者の増減によりそれぞれ増額、減額するものとなりま

す。 

 主なものは、款２項１目１居宅介護サービス給付費等のうち、説明欄２つ目の丸、地域密着型介

護サービス給付費は、居宅の要介護者が地域密着型の居宅介護サービスを受けたときに支給される

介護給付費です。利用者が当初の見込みを下回ることから、１億８，０００万円を減額します。 

 款２項１目２施設介護サービス等給付費は、要介護者が特別養護老人ホームなどで施設介護サ

ービスを受けたときに支給される介護給付費です。利用者が当初見込みを下回ることから、１億

５，０００万円を減額します。 

 款２項１目３居宅介護サービス計画等給付費は、要介護者に対するケアプラン作成サービスを受

けたときに支給される介護給付費です。利用者が当初見込みを上回るため、２，７００万円を増額

いたします。 

 １６９ページをお開きください。 

 ２段目、款２項６目１特定入所介護サービス等費は、施設に入所する方の食費や居住費の軽減を

受けたときに支給される介護給付費です。令和３年８月に制度改正が行われたことにより、給付費

が当初の見込みを下回ることから、５，５００万円を減額いたします。 

 ３段目、款３地域支援事業費については、項１目１介護予防・生活支援サービス事業費は、要支

援１、２の方が訪問型、通所型サービスを受けたときに支給される給付費です。給付費が見込みを
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上回ることから、２，４０５万円を増額します。 

 下段、款３項２目１一般介護予防事業費のうち、説明欄１つ目の丸、地域介護予防活動支援事業

について、きらめきデイサービスについて、各サロンの高齢化により実施回数や参加者数が減少し

ていることにより、利用者が当初の見込みを下回ることから、委託料１３５万円を減額します。 

 また、介護保険ボランティアポイント交付金については、感染対策等の影響で当初見込みを下回

ることから、８０万円を減額します。 

 １７１ページをお開きください。 

 款３項３目１包括的支援事業については、説明欄１つ目の丸、会計年度任用職員人件費について、

社会福祉士の新たな採用ができなかったことなどから、５１１万５，０００円を減額するものです。 

 ２つ目の丸、地域包括支援センター運営費について、当初予定していた介護支援専門員実務者研

修等の受講者がいなかったため、１４万８，０００円を減額するものです。 

 その下、款３項３目２任意事業費は説明欄１つ目の丸、地域自立生活支援事業費は１７２ページ、

説明欄、介護相談員報償費、研修負担金などについて、感染対策の影響により介護相談員の活動が

休止したため、合わせて２８０万８，０００円を減額します。 

 また、配食サービス委託料について、当初見込みより配食数が伸びなかったことにより、当初見

込みを下回ることから、１２０万円を減額します。 

 款３項４目１その他諸費は、介護予防・生活支援サービス事業費審査支払手数料について、当初

見込みを上回るため、６万円を増額するものです。 

 １７３ページをお開きください。 

 上段、款４項１目１介護保険財政調整基金積立金は、介護給付費と地域支援事業費の減額分のう

ち保険料負担分について、今後の介護保険事業の健全な財政運営に資するため、１億９４万円を増

額するものです。 

 今回の補正により、基金積立額残高は１４億７，６６６万６，０００円となります。 

 下段、款５項１目２償還費については、介護給付費、財政調整交付金について、返還が生じたた

め、償還費について４万９，０００円を増額するものです。 

 以上で説明を終わります。十分な御審議の上、御可決いただきますようお願いいたします。 

○委員長（内田美恵子君） 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑を許します。 

○委員（日暮俊一君） すみません、１つだけ教えてください。 

 ここのところの認定調査の件数ですね、これをちょっと教えてもらえませんでしょうか。 

○介護保険室長（茅野強君） 認定調査の件数ですが、月平均ですが大体５００件前後となります。 

○委員（日暮俊一君） これは、ほぼここ二、三年というのは変わりはないんでしょうか。 
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○介護保険室長（茅野強君） やはり、最近高齢者数の増加により認定者数増加ということで、少

しずつですけれども、やはり増加傾向にございます。 

○委員長（内田美恵子君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） ないものと認めます。 

 議案第２７号に対する質疑を打ち切ります。 

 議案第２８号、令和５年度我孫子市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について、当局

の説明を求めます。 

○国保年金課長補佐（野口秀郎君） 議案第２８号、令和５年度我孫子市後期高齢者医療特別会計

補正予算（第３号）について御説明いたします。 

 補正予算書の１７９ページをお開きください。 

 今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２８１万円を減額し、予算総額

を２５億６，５８０万１，０００円とするものです。 

 それでは、事項別明細書に基づいて主な項目を御説明いたします。 

 １８７ページをお開きください。 

 初めに歳入です。 

 款２項１目１の保険基盤安定繰入金につきましては、低所得者に対する保険料軽減分に対して補

填される公費の交付決定に伴い、一般会計からの繰入金２８１万円を減額するものです。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 １８９ページをお開きください。 

 款２項１目１の後期高齢者医療広域連合納付金につきましては、歳入でも御説明しましたが、保

険基盤安定拠出金の交付決定に伴い、２８１万円を減額するものです。 

 以上で説明を終わります。十分な御審議の上、御可決いただきますようお願いいたします。 

○委員長（内田美恵子君） 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） ないものと認めます。 

 議案第２８号に対する質疑を打ち切ります。 

 暫時休憩いたします。 

午前１１時５６分休憩 

─────── 
午後１時００分開議 
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○委員長（内田美恵子君） 再開いたします。 

 午前中に引き続き、議案の審査を行います。 

 議案第３１号、令和６年度我孫子市国民健康保険事業特別会計予算について、当局の説明を求め

ます。 

○国保年金課長（海老原正君） 議案第３１号、令和６年度我孫子市国民健康保険事業特別会計予

算について御説明いたします。 

 予算書の１５ページをお開きください。 

 令和６年度の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１１８億８，０００万円と定めるもので、

前年度と比較して２億１，５００万円、１．７８％の減額となりました。これは、被保険者の減少

に伴う保険給付費全体の減額や、国民健康保険事業費納付金の減額などによるものです。 

 次に、事項別明細書に沿って主な項目を説明させていただきます。 

 予算書の４１６ページをお開きください。 

 予算説明資料は１１９ページからになります。 

 初めに歳入です。 

 款１国民健康保険税は、一般被保険者分と退職被保険者等分を合わせて、対前年度比較５，９１５

万７，０００円減の２５億１，７４２万５，０００円を計上しました。減額となった主な要因は、

国が示した仮係数に基づき千葉県が市町村ごとに示している標準保険料率を参考に、基礎課税額で

ある医療給付費分及び後期高齢者支援金分の税率を見直すことによる増要因はあるものの、被保険

者数の減少に伴い減額となったものです。 

 なお、予定収納率は、一般被保険者の現年課税分を前年と同様の９３．５％と見込みました。 

 下段の款３項１目１保険給付費等交付金は、広域化に伴い市の保険給付に要する費用として交付

されるものなど、広域化前に国・県からそれぞれ交付されていた交付金などを整理して、市に交付

されるものです。 

 右側の４１７ページを御覧ください。 

 節１保険給付費等交付金（普通交付金）は、市が保険給付に要した費用に対して交付される交付

金として、対前年度比較１億１，０４８万５，０００円減の８１億６，２９２万２，０００円を計

上しました。減額となった主な要因は、被保険者の減少などに伴う保険給付費の減額によるもので

す。 

 １枚めくっていただき、右側の４１９ページを御覧ください。 

 上段の節２保険給付費等交付金（特別交付金）は、市町村の特別の事情に応じて交付される特別

調整交付金分、都道府県繰入金の２号繰入金分、保険者努力支援制度分、特定健診費用の３分の

２負担分などを合わせた交付金として、対前年度比較４５万１，０００円増の１億７，８９９万
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９，０００円を計上しました。 

 左側の４１８ページを御覧ください。 

 下段の款４項１他会計繰入金は一般会計からの繰入金で、対前年度比較４，６９５万２，０００

円増の９億７，６４９万５，０００円を計上しました。 

 右側の４１９ページを御覧ください。 

 節１保険基盤安定繰入金（保険税軽減分）は、保険税の軽減措置を行った場合などに軽減措置相

当分を公費で補填するものです。 

 節２保険基盤安定繰入金（保険者支援分）は、低所得者の加入割合に応じて一定の支援をするも

のです。 

 節３未就学児均等割保険税繰入金は、未就学児の均等割保険税の軽減措置に対して公費で補填す

るものです。 

 節１、節２、及び節３を合わせ対前年度比較２，２３３万９，０００円増の４億８，４３３万

１，０００円を計上しました。増額の主な要因は、保険税率の一部を見直したことなどによるもの

です。 

 節４職員給与費等繰入金は、一般職人件費、会計年度任用職員人件費、事務運営費等に要する費

用に対する繰入金で、対前年度比較７，４８０万７，０００円増の２億９，４８５万１，０００円

を計上しました。増額の主な要因は、一般職及び会計年度任用職員の人件費の増などによるもので

す。 

 節５産前産後保険税繰入金は、令和６年１月１日に施行となった出産する被保険者に係る産前産

後期間相当分の所得割及び均等割保険税の減額措置に対して公費で補填するもので、２２４万円を

計上しました。 

 節６出産育児一時金等繰入金は、歳出における出産育児一時金に対する繰入金で、当該一時金総

額の３分の２に相当する額として、対前年度比較３３万２，０００円減の２，３３３万４，０００

円を計上しました。 

 節７財政安定化支援事業繰入金は、保険財政の健全化及び保険税の負担の平準化を目的に、国の財

政措置の下、一般会計から繰り入れるもので、対前年度比較２２０万円増の４，４８２万９，０００

円を計上しました。 

 節８その他一般会計繰入金は、保険財政の収支不足を補うなどを目的に一般会計から繰り入れる

もので、対前年度比較５，４３０万２，０００円減の１億２，６９１万円を計上しました。 

 ４２０ページをお開きください。 

 ２段目の款５項１目１前年度繰越金は、令和５年度の収支がまだ不透明な状況ではありますが、

決算に伴う繰越金として１，０００万円を計上しました。 
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 その下の段から４２２ページの上段までの款６諸収入は、延滞金、不当利得の返納金、交通事故

等による第三者納付金などの収入となります。 

 款６全体では、対前年度比較３０３万円増の３，４１２万９，０００円を計上しました。増額の

主な要因は、第三者納付金について実績を踏まえ増額を見込んだためです。 

 続きまして歳出です。 

 ４２４ページをお開きください。 

 款１項１目１一般管理費の２億３，０１８万２，０００円につきまして、右側のページを御覧く

ださい。説明欄の最初の丸、一般職人件費は１７人分の人件費として、対前年度比較９３１万円増

の１億３，２１６万円を、その下の丸、会計年度任用職員人件費（パートタイム）は、１０人分の

人件費として、対前年度比較６９４万７，０００円増の３，１６２万８，０００円を計上しました。 

 その下の丸、国民健康保険事務運営費は、対前年度比較２，０９０万７，０００円増の６，６３９

万４，０００円を計上しました。増額の主な要因は、国の策定する標準仕様に準拠したシステム導

入への対応や、マイナンバーカードと健康保険証の一体化への対応などとして、システム開発改修

委託料を計上したためです。 

 ４２６ページをお開きください。 

 下段の項２徴税費の２，５９８万７，０００円につきまして、右側のページを御覧ください。説

明欄の最初の丸、会計年度任用職員人件費（パートタイム）は会計年度任用職員３人分の人件費と

して、対前年度比較１７５万６，０００円増の１，０６４万９，０００円を計上しました。 

 その下の丸、国民健康保険税賦課徴収事務費は、対前年度比較２６２万１，０００円増の１，５３３

万８，０００円を計上しました。増額の主な要因は、地方税統一ＱＲコードの活用による電子納付

等に係る共同収納手数料負担金を計上したためです。 

 ４２８ページをお開きください。 

 下段の款２保険給付費は、国民健康保険事業の主たる業務である被保険者の疾病や負傷に係る給

付になります。 

 項１目１一般被保険者療養給付費は、対前年度比較１億円減の７０億５，０００万円を計上しま

した。 

 目２一般被保険者療養費は、対前年度比較６０１万円減の７，５００万円を計上しました。 

 療養諸費全体では、対前年度比較１億７１８万５，０００円減の７１億４，０８７万２，０００

円を計上しました。 

 ４３０ページをお開きください。 

 上段の項２高額療養費は、同じ月内の医療費の自己負担額が高額になったときに支給される療養

費で、目１一般被保険者高額療養費は、対前年度比較４００万円減の１０億２，０００万円を計上
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しました。 

 目２一般被保険者高額介護合算療養費は、対前年度比較７０万円増の２００万円を計上しました。 

 ３段目の項４目１出産育児一時金は、被保険者が出産した場合に１子につき５０万円を保険給付

するもので、対前年度比較５０万円減の３，５００万円を計上しました。 

 下段の項５目１葬祭費は、被保険者が死亡した場合に葬儀を行った方に５万円を給付するもので、

対前年度比較７０万円減の９００万円を計上しました。 

 ４３２ページをお開きください。 

 中段の項６目１傷病手当金は、国民健康保険に加入している被用者のうち、新型コロナウイルス

感染症に感染したとき、または発熱等の症状があり感染が疑われるときに、療養のためその労務に

服することができない方に対し給付するものです。 

 適用期間は令和５年５月７日で終了しましたが、遅れて申請があった場合に対応するため、対前

年度比較２００万円減の５０万円を計上しました。 

 下段の款３国民健康保険事業費納付金は、広域化に伴い県が財政運営の責任主体となって、医療

給付費分、後期高齢者支援金等分、介護納付金分それぞれについて、県全体の必要所要額を見込み、

公費等の拠出で賄われる部分を除いた額を市町村ごとに国民健康保険事業納付金として決定します。

市は、その決定額を県に納めることになります。 

 項１目１被保険者医療費給付費分は、対前年度比較５，６１１万８，０００円減の２１億２，７８８

万６，０００円を計上しました。 

 ４３４ページをお開きください。 

 上段の項２目１一般被保険者後期高齢者支援金等分は、対前年度比較４，９３６万９，０００円

減の８億５，８３２万５，０００円を計上しました。 

 中段の項３目１介護納付金分は、対前年度比較２，５７０万６，０００円減の２億６，７０１万

２，０００円を計上しました。 

 下段の款４項１目１保健衛生普及費は、人間ドック健診委託料やデータヘルス計画に基づく保健

事業委託料、はりきゅうマッサージ利用者助成金などで、対前年度比較４１５万３，０００円減の

５，５４９万２，０００円を計上しました。減額の主な要因は、第２期我孫子市国民健康保険デー

タヘルス計画、第３期我孫子市特定健康診査等実施計画の計画期間満了に伴う次期計画策定支援業

務委託が終了することなどによるものです。 

 ４３６ページをお開きください。 

 上段の項２目１特定健康診査等事業費は、特定健診・特定保健指導を健康づくり支援課へ執行委

任しているため一般会計への繰出金となり、対前年度比較９３１万４，０００円減の７，８６９万

９，０００円を計上しました。減額の主な要因は、被保険者の減少に伴う健診委託料などの減によ
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るものです。 

 下段の款５諸支出金は、保険税還付金、償還金などの支出となります。対前年度比較２１２万円

増の２，０５０万３，０００円を計上しました。増額の主な要因は、ほかの医療保険に重複加入と

なっている被保険者に対し、国民健康保険加入状況調査を実施することに伴い、保険税還付金など

の増額を見込んだためです。 

 ４３８ページをお開きください。 

 上段の款６予備費は、当初予期しなかった支出や予算に不足が生じた場合などに充用するもので、

前年度と同額の５００万円を計上しました。 

 最後に、令和６年度当初予算案は、本係数に基づいた国民健康保険事業費納付金の反映が間に合

わないため、今年度当初予算と同様、仮係数に基づき予算編成を行いました。本係数による算定結

果の予算への反映につきましては、９月補正予算で調整を行いたいと考えております。なお、本係

数では、歳出のうち款３国民健康保険事業費納付金全体で約３，５５０万円増となる予定です。 

 以上で令和６年度我孫子市国民健康保険事業特別会計予算案の概要について説明を終わります。

十分な御審議の上、御可決いただきますようお願いいたします。 

○委員長（内田美恵子君） 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑を許します。 

○委員（芝田真代君） ４２６ページ、国保事務運営費と国保徴収料が増減している中で、マイナ

ンバー対応、ＱＲコード共同手数料の対応というのは、これは今後も続いていくものでしょうか。 

○国保年金課長補佐（野口秀郎君） こちら、先ほども御説明したかと思うんですが、国保税の納

付書にＱＲコードをつけたことにより、地方税共同機構に支払う負担金になっております。 

 こちらはＱＲコードをつけたのは今年、令和５年度からなんですけれども、負担金が発生するの

は６年度からとなっておりまして、ＱＲコードの納付書はこれからも続きますので、負担金もこれ

からも続く予定となっております。 

○委員（芝田真代君） かしこまりました。ありがとうございます。 

○委員長（内田美恵子君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） ないものと認めます。 

 議案第３１号に対する質疑を打ち切ります。 

 議案第３２号、令和６年度我孫子市介護保険特別会計予算について、当局の説明を求めます。 

○高齢者支援課長（長島公子君） 議案第３２号、令和６年度我孫子市介護保険特別会計予算につ

いて御説明いたします。 

 予算書の２１ページをお開きください。 
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 本案は、令和６年度我孫子市介護保険特別会計予算の総額を歳入歳出それぞれ１２１億６，０００

万円と定めるものです。対前年度比０．４％の増となっております。 

 歳入歳出の款項の区分ごとの金額は、２３ページから２４ページまでの第１表歳入歳出予算のと

おりです。 

 それでは、予算の内訳につきまして主な項目について事項別明細書に沿って御説明申し上げます。 

 まず、歳入について、予算書４５４ページをお開きください。 

 予算説明資料は１２４ページからになります。 

 歳入のうち、款１介護保険料、項１目１第１号被保険者保険料が２６億８，４９８万６，０００

円で、対前年度比７．０％の増となっております。 

 次に、款２国庫支出金、項１国庫負担金、目１介護給付費負担金は１９億８，４８５万５，０００

円で、前年度並みと見込んでいます。 

 その下、項２国庫補助金は、項２全体で６億４，３１０万１，０００円、対前年度比４．６％の

増となっており、事業費増に伴って国の負担割合に応じた地域支援事業交付金の増分によるもので

す。 

 続いて、４５６ページ中段を御覧ください。 

 款３支払基金交付金は、介護保険事業費に対する４０歳から６４歳までの第２号被保険者の負担

分となります。 

 目１介護給付費交付金、目２地域支援事業支援交付金は記載のとおりで、支払基金交付金全体で

は３１億２，０８５万９，０００円、前年度比０．４％の増となっております。 

 次に下段、款４県支出金は、介護保険事業費に対する県の負担分となります。 

 項１目１介護給付費負担金は、介護給付費の減額に伴い１６億４，２０５万６，０００円、対前

年度比０．８％の減となっています。 

 続いて、４５８ページに移りまして、項２県補助金、地域支援事業交付金は、地域支援事業費増

額に伴い、９，４７１万９，０００円、対前年度比１３．４％の増となっています。主に要支援認

定を受けた方の通所型サービス利用が増加することを見込んでいます。 

 次に、下段の款６繰入金、項１一般会計繰入金は、介護保険事業費に対する市の負担分となりま

す。このうち、目１の介護給付費繰入金、目３地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合

事業以外）は、前年度予算に対し、介護サービス費用等を精査し減額を見込んだため、市負担分も

減額となっています。 

 目２地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業）は、事業費の増に伴い、法定割合

の市負担分も増額となっています。 

 続きまして、４６０ページ、項２基金繰入金は３，９８５万４，０００円を事業費の財源として
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充当するものです。 

 それでは、歳出について主な内容を御説明申し上げます。 

 ４６４ページをお開きください。 

 まず、款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費は２億７，１３９万５，０００円、対前年

度比３．６％の増となっています。増額の主な理由は、４６５ページ、説明欄２つ目の丸、一般職

人件費（再任用短時間勤務職員）の給与等各手当、４つ目の丸、職員の育児休暇取得に伴う会計年

度任用職員任用等による給与各手当等により増額のほか、同じく４６５ページ、５つ目の丸、下か

ら２行目、高齢者支援台帳サーバー及び端末設定業務委託料、４６７ページ、高齢者支援台帳シス

テム備品購入費。高齢者支援台帳システムのサーバーの契約期間満了に伴い、設定に係る人件費、

サーバー及び周辺機器の購入等により増額になっています。 

 予算書４６８ページをお開きください。 

 款２保険給付費は１１１億５，９７２万５，０００円で、対前年度比０．４％の減となっていま

す。これは令和５年度の保険給付費について多額の減額補正を行う必要が生じたため、給付費を精

査した結果によるものです。 

 項１介護サービス等諸費、目１居宅介護サービス等給付費は５９億８，４６２万５，０００円、

対前年度比０．３％の増となっています。 

 ４７０ページ、目２施設介護サービス等給付費は３８億６，３５４万４，０００円と、前年度並

みと見込んでいます。 

 目３居宅介護サービス計画等給付費は５億４，１４３万４，０００円と、対前年度比９．８％の

増となっています。 

 同じく４７０ページ、項２介護予防サービス等諸費は、要支援１、２の方が利用する給付費で、

通所などの介護予防サービス給付、介護予防住宅改修費、介護予防サービス計画給付費など、計画

策定に合わせて予算を精査し、対前年度比２１．３％減の２億１，９２８万８，０００円を見込ん

でいます。 

 ４７２ページをお開きください。 

 下段、款２項４高額介護サービス等費は、介護サービスの利用増による対象者の増加を見込み、

３億５１９万２，０００円になります。 

 続いて、４７６ページをお開きください。 

 款３地域支援事業費、項１介護予防生活支援サービス事業費は、介護認定の要支援１、２の方が

利用する訪問介護と通所介護の費用です。認定者の増加によるサービス利用の増加を見込み、対前

年度比２９．２％増の３億７，２３４万９，０００円を見込んでいます。 

 項２一般介護予防事業費は２，５８０万２，０００円で、対前年度比１４．１％増となっていま
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す。後期高齢者が増加していく中で、要介護状態にならないよう、引き続き介護予防活動等への支

援、啓発に努めてまいります。 

 予算書４８４ページをお開きください。 

 款４基金積立金、項１目１介護保険財政調整基金積立金は１，８９３万１，０００円となってい

ます。これにより、基金残高は１４億５，５７４万３，０００円になります。 

 以上で議案第３２号についての説明を終わります。十分な御審議の上、御可決いただきますよう

お願いいたします。 

○委員長（内田美恵子君） 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） ないものと認めます。 

 議案第３２号に対する質疑を打ち切ります。 

 議案第３３号、令和６年度我孫子市後期高齢者医療特別会計予算について、当局の説明を求めま

す。 

○国保年金課長補佐（野口秀郎君） 議案第３３号、令和６年度我孫子市後期高齢者医療特別会計

予算について御説明いたします。 

 予算書の２７ページをお開きください。 

 令和６年度の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２７億１，６００万円と定めるもので、

対前年度１億７，３００万円、６．８％の増額となっております。 

 それでは、事項別明細書に沿って主な項目を御説明いたします。 

 予算書４９８ページをお開きください。 

 あわせて予算説明資料は１２６ページをお開きください。 

 初めに歳入です。 

 款１後期高齢者医療保険料は、対前年度１億３，７８６万７，０００円増の２３億１，９６１万

８，０００円を計上しました。 

 内訳につきましては、４９９ページ上段を御覧ください。 

 節１現年度分が特別徴収と普通徴収を合わせて２３億１，１６１万８，０００円。 

 節２滞納繰越分が８００万円を計上しました。 

 款２項１目１の保険基盤安定繰入金は、低所得者に係る保険料の軽減分を千葉県後期高齢者医療

広域連合に拠出するための一般会計からの繰入金で、対前年度３，０４２万円増の３億３，０９１

万５，０００円を計上しました。 

 この繰入金については、県が４分の３、市が４分の１を負担することとなっております。 
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 その下、目２のその他一般会計繰入金は、職員の給与費、会計年度任用職員の報酬、後期高齢者医

療制度の事務運営費や保険料徴収事務に要する費用等に係る繰入金で、対前年度４５９万１，０００

円増の４，９３６万１，０００円を計上しました。 

 款３繰越金につきましては、令和５年度の決算が不透明な状況ではありますが、令和５年度当初

予算と同様に５００万円を計上しました。 

 ５００ページをお開きください。 

 款４項１目１の延滞金は、滞納繰越分保険料等の徴収の際に加算された延滞金分として、令和５

年度当初予算と同様に５０万円を計上しました。 

 その下の項２目１の保険料還付金は、転出や死亡などの異動に伴う保険料の還付金を千葉県後期

高齢者医療広域連合から受け入れるもので、対前年度１１万５，０００円減の６３１万７，０００

円を計上しました。 

 その下の目２還付加算金は、被保険者の所得更正等により保険料が減額され、納め過ぎた保険料

を還付する際に、利息に相当する還付加算金が発生することがあります。その還付加算金を千葉県

後期高齢者医療広域連合から受け入れるもので、実績等を勘案し令和５年度当初予算と同様に５万

円を計上しました。 

 その下の項３目１の受託事業収入は、保険料決定通知書の印刷や郵送などに係る事務費分として

千葉県後期高齢者医療広域連合から受け入れるもので、対前年度２０万８，０００円増の４０４万

２，０００円を計上しました。 

 次に歳出です。 

 ５０４ページをお開きください。 

 款１項１目１の一般管理費は、一般職と会計年度任用職員の人件費、被保険者証の郵送料や窓口

業務等委託料など、後期高齢者医療事務運営費に要する経費で、対前年度４１９万３，０００円増

の４，６６８万９，０００円を計上しました。 

 その下の項２目１の徴収費は、保険料決定通知書の印刷製本費や郵送料など保険料の徴収に要す

る事務費で、対前年度６３万５，０００円増の５９１万１，０００円を計上しました。 

 ５０６ページをお開きください。 

 款２項１目１の後期高齢者医療広域連合納付金は、被保険者から徴収した保険料と県及び国から

受入れた保険基盤安定繰入金を広域連合に納付するもので、対前年度１億６，８２８万７，０００

円増の２６億５，６０３万３，０００円を計上しました。増額となった主な要因は、被保険者数の

増加などによるものです。 

 その下の款３項１の償還金及び還付加算金は、歳入でも説明しましたとおり、転出や死亡などの

異動により保険料の更正に伴う還付金等で歳入と同額となりますので、保険料還付金は６３１万
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７，０００円、還付加算金は５万円を計上しました。 

 その下の款４項１目１の予備費は、当初予期しなかった支出や予算に不足が生じた場合に充用す

るもので、令和５年度当初予算と同様に１００万円を計上しました。 

 以上、令和６年度我孫子市後期高齢者医療特別会計予算案の概要を説明させていただきました。

十分な御審議の上、御可決いただきますようお願いいたします。 

○委員長（内田美恵子君） 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） ないものと認めます。 

 議案第３３号に対する質疑を打ち切ります。 

 議案第３６号、工事請負契約の締結（我孫子市立湖北台西小学校屋上防水、外壁等改修工事）に

ついて、当局の説明を求めます。 

○総務課長（高橋純君） 議案第３６号、工事請負契約の締結について御説明いたします。 

 議案書（４）の１ページをお開きください。 

 まず初めに提案理由です。 

 我孫子市立湖北台西小学校屋上防水、外壁等改修工事の請負契約を締結するため提案するもので

す。 

 次に、契約の内容についてです。 

 １、契約の目的、我孫子市立湖北台西小学校屋上防水、外壁等改修工事。 

 ２、契約の方法、総合評価方式、一般競争入札による契約。 

 ３、契約金額、１億８，３０７万８００円。 

 ４、契約の相手方、立沢建設株式会社。 

 次に、議案書の２ページをお開きください。 

 工事請負契約の締結に関する資料となっております。 

 事業目的は、１、事業概要の（３）にあるとおり、湖北台西小学校の校舎は、昭和４５年から昭

和４８年に建設され、建設から全ての校舎が５０年以上経過しており、老朽化により雨漏りが各所

で生じていることから、校舎の屋上防水及び外壁、建具等の改修を実施するものです。 

 次、事業期間は、（５）にありますとおり令和６年４月１日から令和７年２月２８日までとなっ

ております。 

 次に、議案書の３ページを御覧ください。 

 今回の工事対象施設を図の斜線部分で示しております。この図にあるとおり、工事の対象建築物

は、普通教室棟Ａ棟、Ｂ棟、Ｃ棟及び渡り廊下となっております。 
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 以上で議案第３６号の御説明を終わらせていただきます。十分な御審議の上、御可決いただきま

すようお願いいたします。 

○委員長（内田美恵子君） 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑を許します。 

○委員（岩井康君） この学校は、説明にも書いてありますように５０年以上経過しているという

ことですね。そうなりますと、本会議等でも出たようにアスベストの調査はしたんでしょうか。 

○総務課長（高橋純君） アスベスト調査しておりまして、この学校につきましては、特にアスベ

スト等は含まれていないこととなっております。 

○委員（岩井康君） それは調査をしたんですね。というのは、５０年前ですから、当然その可能

性というか、ありますよね。 

○総務課長（高橋純君） 設計の段階で調査をしております。 

○委員長（内田美恵子君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） ないものと認めます。 

 議案第３６号に対する質疑を打ち切ります。 

 議案第３７号、工事請負契約の締結（我孫子市立並木小学校屋上防水、外壁等改修工事）につい

てについて、当局の説明を求めます。 

○総務課長（高橋純君） 議案第３７号、工事請負契約の締結について御説明いたします。 

 議案書（５）の１ページをお開きください。 

 まず初めに提案理由です。 

 我孫子市立並木小学校屋上防水、外壁等改修工事の請負契約を締結するため、提案するものです。 

 次に、契約の内容です。 

 １、契約の目的、我孫子市立並木小学校屋上防水、外壁等改修工事。 

 ２、契約の方法、総合評価方式一般競争入札による契約。 

 ３、契約金額、２億２，８８０万円。 

 ４、契約の相手方、有限会社山田建築。 

 次に、２ページをお開きください。 

 工事請負契約の締結に関する資料となっております。 

 事業目的は、１、事業概要（３）事業目的にあるとおり、並木小学校の校舎は、昭和５６年に建

設され、建設から４２年が経過しており、老朽化により雨漏りが各所で生じていることから、校舎

の屋上防水及び、外壁、建具等の改修工事を実施するものです。 

 事業期間は、（５）にあるとおり、令和６年４月１日から令和７年２月２８日までとなっており
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ます。 

 次に、議案書の３ページを御覧ください。 

 今回の工事対象施設を図の斜線部分で示しております。 

 この図にありますとおり、工事の対象建築物は普通教室棟、管理教室棟及び渡り廊下となってお

ります。 

 以上で議案第３７号の説明を終わらせていただきます。十分な御審議の上、御可決いただきます

ようお願いいたします。 

○委員長（内田美恵子君） 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑を許します。 

○委員（日暮俊一君） すみません１つだけ教えてください。 

 さっきの湖北台西小学校も同じなんですけど、外壁の改修、どんなあんばいかちょっと教えても

らえますでしょうか。 

○総務課長（高橋純君） この外壁の改修工事なんですけれども、設計の段階で、まず外壁に赤外

線等当てまして、久寺家中学校で起きたようなモルタルとかが塗ってある部分については、モルタ

ルの浮きがないかどうか。あとまた、屋上の立ち上がりという上に出ている部分があるんですけれ

ども、その上にこのモルタルでできた笠木が載っているんですが、その笠木の劣化状況がどうかと

いうのを調べまして、特に屋上の立ち上がりの笠木につきましては劣化が認められましたので、今

回の工事で全て撤去する方向となっております。 

○委員長（内田美恵子君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） ないものと認めます。 

 議案第３７号に対する質疑を打ち切ります。 

 暫時休憩いたします。 

午後１時４８分休憩 

─────── 
午後１時５６分開議 

○委員長（内田美恵子君） 再開いたします。 

 議案及び請願に対する討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） ないものと認めます。 

 暫時休憩いたします。 

午後１時５６分休憩 
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─────── 
午後１時５６分開議 

○委員長（内田美恵子君） 再開いたします。 

 これより順次採決いたします。 

 議案第１２号、我孫子市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について、原案に賛成

の委員は起立願います。 

（ 賛 成 者 起 立 ） 

○委員長（内田美恵子君） 起立多数と認めます。 

 よって、議案第１２号は可決すべきものと決定いたしました。 

 なお、議案第１２号が可決されたことに伴い、請願第３号はみなし不採択といたします。 

 議案第３１号、令和６年度我孫子市国民健康保険事業特別会計予算について、原案に賛成の委員

は起立願います。 

（ 賛 成 者 起 立 ） 

○委員長（内田美恵子君） 起立多数と認めます。 

 よって、議案第３１号は可決すべきものと決定いたしました。 

 暫時休憩いたします。 

午後１時５８分休憩 

─────── 
午後１時５８分開議 

○委員長（内田美恵子君） 再開いたします。 

 続きまして、議案第１０号、議案第１１号、議案第１３号、議案第１４号、議案第２１号、議案

第２２号、議案第２６号、議案第２７号、議案第２８号、議案第３２号、議案第３３号、議案第３６

号及び議案第３７号につきまして、一括して採決いたします。 

 議案第１０号、我孫子市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について、議案第１１号、我

孫子市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部を

改正する条例の制定について、議案第１３号、我孫子市ひとり親家庭等の医療費の助成に関する条

例の一部を改正する条例の制定について、議案第１４号、我孫子市特定教育・保育施設及び特定地

域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について、議案第２１

号、我孫子市使用料条例の一部を改正する条例の制定について、議案第２２号、我孫子市民体育館

の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について、議案第２６号、令和５年度我

孫子市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について、議案第２７号、令和５年度我孫子

市介護保険特別会計補正予算（第３号）について、議案第２８号、令和５年度我孫子市後期高齢者
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医療特別会計補正予算（第３号）について、議案第３２号、令和６年度我孫子市介護保険特別会計

予算について、議案第３３号、令和６年度我孫子市後期高齢者医療特別会計予算について、議案第

３６号、工事請負契約の締結（我孫子市立湖北台西小学校屋上防水、外壁等改修工事）について、

議案第３７号、工事請負契約の締結（我孫子市立並木小学校屋上防水、外壁等改修工事）について、

以上議案１３件について、原案に賛成の委員は起立願います。 

（ 賛 成 者 起 立 ） 

○委員長（内田美恵子君） 起立全員と認めます。 

 よって、各議案は可決すべきものと決定いたしました。 

 暫時休憩いたします。 

午後２時０１分休憩 

─────── 
午後２時０８分開議 

○委員長（内田美恵子君） 再開いたします。 

 これより所管事項に対する質問に入ります。 

 初めに教育総務部に対する質問をお願いいたします。 

○委員（島田安子君） 質問させていただきます。 

 マスコミ等でも話題になっております大谷翔平選手のグローブ、各小学校に３つ、配布をされて

いるというふうに伺っております。我孫子市としてはどのように、何か使われているかというとあ

れですけれども、エピソード等ございましたら御紹介いただきたいと思います。お願いいたします。 

○指導課長（森谷朋子君） 冬季休業中にこちらのほうに届きましたので、各小学校にお配りをし

まして、３学期の始業式に子どもたちのほうにお披露目するようにということで各校にお願いをし

ました。 

 始業式の日には、学校から子どもたちに、大谷選手から届いたよということで紹介があり、子ど

もたちも手に取ったりして、大変喜んだという報告を受けております。その後も、各学級回して使

ったりですとか、子どもたちも喜んで活用しているということで、報告を聞いております。 

○委員（島田安子君） ありがとうございました。 

 また引き続き、エピソード等ございましたら、その都度また皆様へのお知らせというか、広報等

でまた御紹介いただければと思います。 

 ありがとうございました。 

○委員（甲斐俊光君） 私のほうからは、教育長が初日に話されました教育行政施策のほうから、

布佐中学区の学校の在り方について質問したいと思います。 

 令和４年度に我孫子市布佐中学校区の学校の在り方検討委員会を設置され、そして今回、提案が
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あったということで、その提案というのは布佐小学校、布佐南小学校、布佐中学校の３校を施設一

体型小中一貫校とすることが望ましいという結論を出されたということですけれども、その検討委

員会の内容について、どのような提言があったのか教えてください。 

○学校教育課長補佐（蛯原弘治君） こちら布佐中学校区の児童・生徒にとりまして、地域の特性

に応じた最適な学習環境となるために、検討委員会を令和４年度に立ち上げまして、今年度が２年

目という形になります。 

 今年度は、各学校施設といたしまして、３つのパターンに大別いたしまして、各検討する施設の

内容につきまして施設形態のメリット、デメリット等を事細かく検討委員の皆様方に議論をしてい

ただきまして、今回提言書という形がまとまりまして、今、委員がおっしゃったように、こちら布

佐小学校、布佐中学校、布佐南小学校、３校をこちらの小中の一貫校設立に向けてという形で提言

書が出されたという形でございます。 

○委員（甲斐俊光君） ありがとうございます。 

 もうちょっと細かくちょっと聞きたいなと思ったんですけれども。少子化などの様々な教育課題

を解決できるというところがちょっと気になったんですけれども、どういう提言でそれを解決する

ために一貫校にするということになったんでしょうか。 

○学校教育課長補佐（蛯原弘治君） 今後やはり考えられます児童・生徒の少子化ということもあ

りますので、こちらは学校の適正規模というのがございますので、そちらのことを鑑みまして、あ

ともう一つは小中一貫教育の推進という形ですね、こちらの大きく２本柱という形で検討をした経

緯でございます。 

○委員（甲斐俊光君） これからいろいろと先を見据えてスケジュールがあると思うんですけれど

も、これからのスケジュールってどのようになっているんですか。 

○学校教育課長補佐（蛯原弘治君） まず今後は、検討委員会から提出いただきました提言書を基

に、小中一貫校の設立に向けまして市長部局と連携して準備を進めていくことで考えております。 

 まずは、新年度、今後の大まかなスケジュールなんですけれども、まず教育委員会内、教育委員

さんを交えた中で、今後新たな内容で再度もう少し詰めた内容で協議を実施させていただきたいと

考えています。 

 その内容と申しますと、地震や水害やハザードマップ、そういった形での確認であったり、場所

の選定であったり、そういったいろいろなものもまだ検討する余地がございますので、そちらをま

ず検討いたしまして、今後その内容を踏まえまして、総合教育会議にかけて内容についての方針を

改めて定めていきたいと考えています。 

 その後、市議会の議員の皆様方に御説明、御報告をした後に、今年、令和６年中の市議会におき

まして、布佐中学校区の学校の検討の内容というのを表明して発表したいということで考えていま
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す。 

 同じくそのときなんですけれども、考えられる予算というのも、そこの中で補正予算という形で

計上したいという形で考えております。 

○委員（甲斐俊光君） ありがとうございます。 

 まだ不確定要素がかなりいろいろあると思うんです。建て替えするですとか、新設を別の場所に

するですとか、本当にいろいろとあるんです。令和６年度中というのは、もう来年度すぐだと思う

んですけれども、そのスケジュールでうまくいくもんなんでしょうか。どうなんでしょう。 

○学校教育課長補佐（蛯原弘治君） やはり検討する項目ももちろん今から準備をさせていただき

まして、その検討内容というのをスピーディーに、市長部局含めて内部で検討した中で方針という

のも、なるべく早く導き出して皆様方にお示しできる形で頑張っていきたいと考えております。 

○委員（甲斐俊光君） 我孫子としては、一体型のある種の統合というか、統廃合になってしまう

のかもしれないですけど、そういうことになるので、いろんな事例の先駆的な事例になるかなと思

って、非常に慎重に進めていただきたいと思いますので、逐次、議会のほうにも報告していただい

て、市民の声も取り入れながらどのようになっていくのかというのをいろいろと注視していきたい

と思います。 

 教育長、いろいろこの一貫校についても、気持ちがおありだと思うので、最後に教育長から布佐

地区の一貫校の在り方、一体型の小中一貫校にすることについてちょっとお話しいただければと思

います。 

○教育長（丸智彦君） まず提言書なんですけれども、提言書プラス参考資料はホームページのほ

うに今上げておりますので、本来本当はお持ちすればよかったんですけど、申し訳ありませんけれ

どもそちらのほうから取っていただければと思います。 

 令和２年度から進めてきた布佐中学校区の学校の在り方ということで、先日、検討委員会のほう

から提言書をいただきまして、施設一体型の小中一貫校が望ましいという提言をいただきました。 

 今後に関しましては今担当のほうから申し上げたとおりなんですけれども、やはりその提言書の

中には望ましいことは、方向性は出ていました。でも課題もありました。課題は、遠距離通学者の

対応はどうすればいいのか、それから場所はどうするのか、そのほか、実際に一貫校を建てる場所

以外の学校の跡地利用はどうするのか、その辺のことをこれからまずは教育委員会の中で、委員を

はじめとして各担当の課と一緒に協議をしていきたいと。その後は、市長部局の関係課、それから

総合教育会議を経て決定していきたいなというふうに思っております。 

 私としては、市として初めての小中一貫校です。やはり、特徴のある一貫校にしたい。その特徴

というのは、先日本会議の中で市長がお話しされましたような、理科に特化するとか、ＩＣＴに特

化するとか、そういったところを現場の教員も交えて、また地域の方を交えて、その辺のことは深
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めていきたいと。そして、地域から喜ばれて、学区外からうらやましがられるような、そんな学校

にしていきたいなというふうに思っております。 

○委員（甲斐俊光君） ありがとうございます。 

 私もそう思うんですね。マイナスなことも確かにあると思うんです。いろんな課題があって、本

当に遠くなる方がいらっしゃったりですとか、もしくは廃校になったりするところでしたら、自分

の母校がなくなるという寂しさもあると思うんですけれども。変な話、ベストなものは、皆さんが

全員賛成っていうのは僕はないんじゃないかと。ベターなものしかないので、より皆様方にベター

なものになるようにしていただきたいなと思います。 

 今、教育長おっしゃったように、本当、特化型というのは全国でも非常に人気で、理科特化型ま

た英語の特区をつくって、それが他の学区からうらやましがられて、それで学区外だとか、そうい

うようなこともあって、うちでもやってくれという話もあると思うので、決してマイナスのイメー

ジじゃなくて、前向きに捉えていただいて、我孫子のこの布佐地区から大きく羽ばたけるような一

貫型にしていただきたいなと思っております。答弁は結構です。よろしくお願いします。 

○委員長（内田美恵子君） 暫時休憩いたします。 

午後２時１９分休憩 

─────── 
（副委員長江川克哉君、委員長席に着く） 

午後２時２０分開議 

○副委員長（江川克哉君） 再開いたします。 

 委員長に代わりまして議事進行を務めさせていただきます。 

 質問があれば許します。 

○委員（内田美恵子君） 確認だけさせていただきたいと思います。 

 今、甲斐委員の質問の布佐中学校区の学校の在り方について、私もその提言書が出たということ

は承知しております。小中一体型の一貫校が望ましいという提言が出されておりました。 

 その最終の検討委員会で、提言書の最後のほうにもちょっと書かれておりますが、先ほど教育長

のほうからもありましたけれども、まだ決定していない、内容的なものはほとんどこれからという

ことで、それこそどういう方向に行くにしても、子どもたちにとって最適な、最良の学校づくりを

していただきたいなというふうに本当に切に思っています。 

 １点だけ確認させていただきたいのは、今もちょっと教育長おっしゃっていただいたんですが、

検討委員会の最後の日に皆様から、立地に関してはしっかりと専門的な知見も交えて、学校にとっ

てどんな立地がいいのかということをしっかりと検討して、地域の方々も、どちらにせよ納得して

いただけるような立地にしていただきたいと、そういうような意見が多々出たというふうに伺って
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いますので、その辺のことについて確認をさせていただきたいなと思います。 

○学校教育課長補佐（蛯原弘治君） まず学校はやはり子どもたちにとって安全に生活できて、な

おかつ災害に強い学校となるような形で考える必要があるということで検討してまいります。 

 まず委員がおっしゃったように、校舎の立地につきましては、台風であったり、大雨であったり、

地震による土砂災害等の影響を鑑みまして、ハザードマップであったり、防災計画などを総合的に

判断した中で、市といたしまして決定していく形で考えております。 

○委員（内田美恵子君） そのようにお願いしたいと思いますが、後々おかしいんじゃないかとい

うようなことのないように、本当に客観的に専門的な方に入っていただいて検討をまずしていただ

きたいなと思います。その辺の検討の仕方については、まだお考えになっていないんでしょうか。 

○学校教育課長補佐（蛯原弘治君） 校舎建設時につきましては、やはり具体的な数値というのも

含めまして総合的に判断しなければならないということを十分こちらのほうで承知しておりますの

で、そういった内容を含めてきちんと総合的な形で、いろんな今後改正されるだろうハザードマッ

プであったり、そういった各部署、庁内との連携を含めまして確認しながら進めていきたいと考え

ております。 

○委員（内田美恵子君） 時期については、検討時期とかというのは、まだ分からないんですか。

何か新年度になって、先ほど教育委員なんかともお話合いを持つということなんですが、その前に、

大方の立地とかいう検討はされるのか。それとも今後、教育委員とかいろいろな方たちも含めて検

討をされるのか、その辺はいかがでしょうか。 

○教育長（丸智彦君） 先ほど申し上げましたけれども、その辺も含めて教育委員を交えた協議を

行って、委員協議会それから定例の教育委員会等をやって、その中で決めていって、その後、今度

は市長部局のほうと協議をして、総合教育会議という形に詰めていきたいなと思っています。 

 特に市民安全課のほうとは、連絡を密に取って進めていきたいというふうに思っています。 

○委員（内田美恵子君） 今、市民安全課などとも安全性について協議をされるということなんで

すが、庁内のそういう部署だけでなくって、ハザードマップの読み方そのものも、それこそ今まで

言われているようなことじゃない読み方をされている方たちもいらっしゃいますので、まさに専門

的な知見をしっかりと取り入れていただきたいと思いますが、その辺いかがでしょうか。 

○教育長（丸智彦君） その辺も十分検討した中で進めていきたいというふうに思っています。 

○委員（内田美恵子君） この間大型事業の一覧表を私たち頂いているんですが、その中に小中一

貫校を建設した場合、概算費用なんですけれど、５０億円という結構大きな数値が出ていたんです

が、その辺は今後の検討になるんでしょうかね、設計が出てからの。 

○総務課長（高橋純君） その数字なんですけれども、あくまでもその学校の在り方検討委員会の

中で、これぐらいの規模で３つの案があったと思うんですけれども、それぞれやった場合にどれぐ
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らいの建設費用がかかるかという目安で示させていただいたものですので、あくまでもそれは目安

として考えていただければと思います。 

○委員（内田美恵子君） 目安ということですけど、一応目安はそういう５０億円ぐらいというこ

とで理解してよろしいんですね。 

○総務課長（高橋純君） 今、社会情勢でいろんな物価が高騰しているだとか、あと能登半島の災

害の復旧ですとか、そういうところでいろいろ工事のほう、値段が変わってきていますので、その

５０億円という目安はその当時は出しましたけれども、じゃ、それがそのままいけるかどうかって

いいますと、またそれは今後社会情勢の変化によって変化していくものだと考えております。 

○委員（内田美恵子君） じゃ、今の物価高なんかを考えると、もっと高騰するということもあり

得るという理解でよろしいでしょうか。 

○総務課長（高橋純君） その可能性は十分あると思っております。 

○委員（内田美恵子君） 最後にいたしますが、学校の在り方いろいろそれぞれのお考えがあると

思うんですけれども、５０億円以上を使って、どういう形にしろ、建設するということであれば、

本当に先ほど甲斐委員もおっしゃっていましたけれども、子どもたちにとって最適な、それから子

どもだけでなくて、地域の方、それから我孫子にとっても最適な施設となるよう、これから細部を

詰めていく中で、いろいろな難しい課題が出てくると思うんですけれども、それもしっかりと取り

組んでいただきたいなと思います。 

 今、小中一貫校をつくったところでも、北海道の早来小中学校っていうんですかね、専門家の集

まった会議で、私、Ｚｏｏｍで参加させていただいて見させていただいたんですが、公立なんです

が、これからの教育というのはどうあるべきか、まさに１０年、２０年先にどういう人間が求めら

れるのかというような本当に根源的な問題から皆さんと協議して、学校の役割とは何なんだという

ようなことを、まさに市民、皆さん交えて、専門家も含めて、すばらしいところをつくっていると

ころもありましたので、せっかく新しい学校を造るんであれば、まさに未来に向かって、よりよい

教育の在り方が体現できるような場所を市民みんなでつくっていくという形にしていかないと、何

だこれ、一体校にしたけれども何のメリットもなかったよというようなことでは残念だなと思いま

すので、くれぐれもその辺はお願いしたいなと思います。 

 最後に教育長お願いします。 

○教育長（丸智彦君） 私は令和２年度からこの話を進める際には、いつでも布佐中学校区の学校

の子どもたちにとって最適な学習環境と言ってまいりました。その信念は今でも変わっておりませ

ん。 

 それからやはり、地域の方に愛される学校。これはまさにコミュニティスクール等も今進めてい

るわけですので、その辺のことも十分考えた上で、今後また議論を進めていきたいというふうに考
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えております。 

○副委員長（江川克哉君） 暫時休憩いたします。 

午後２時３１分休憩 

─────── 
（委員長内田美恵子君、委員長席に着く） 

午後２時３２分開議 

○委員長（内田美恵子君） 再開いたします。 

 ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） ないものと認めます。 

 暫時休憩いたします。 

午後２時３２分休憩 

─────── 
午後２時４４分開議 

○委員長（内田美恵子君） 再開いたします。 

 次に、生涯学習部に対する質問をお願いします。 

○委員（早川真君） 先ほど大谷翔平選手のお話もありまして、野球も非常に盛り上がってきて、

そしてプロ野球もシーズン開幕近く、そして何より中央学院高校甲子園出場ということで、市民の

野球熱が大変高まっているなと感じております。 

 そういった中で野球場の管理のことなんですけど、先ほども料金改定のお話はありました。受益

者負担ということで、適切な計算値に基づいてこういった形で市民に、この施設はこのぐらいお金

がかかっているから、このぐらい負担してくださいねと求めていくということは、これはこれで一

つ大切なことだろうなと思います。 

 ただ一方、いわゆる昔、それぞれの地域の野球リーグであるとか、少年野球であるとか、そうい

った人たちがグラウンドの管理とか整備とか、いろんなことまで含めて、みんなでやってきた時代

とは違って、受益者負担という形で料金をそれなりの負担をしていただくということになると、一

方で、管理責任というのかな。やっぱり、それに見合った管理をしていただくということも一つ大

切なことだなと思うんです。その辺のバランスが取れているかどうかっていうのが非常に市民の納

得感というところがあると思うんですよね。 

 例えばグラウンドの状況そのもの、例えば野球場一つとってみると、非常に今の指定管理の方は

非常によくやってくださっていて、芝なんかもすごいですね、外野の芝なんかまるで変わって、す

ばらしいグラウンドになっているなと。市民レベルで利用するということでは、スタンドとかその
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辺が欲しいなというのはあるでしょうけれども、グラウンドだけ見たらすごいなというような状況

になっています。 

 ただ一方、当日の管理ですよね。その辺についてやっぱり利用者から結構いろいろおしかりをい

ただくことがあって。そのうちの一つに、使用料を取るんであればしっかり管理してくれよという

ことで、例えば内野のシートの取ったり外したり、あれかなりの重労働だったりするんです。細か

いこと言っちゃえばベースの設置もそうなのかもしれないけれども。それからその当日の前に雨と

かが降ったりすれば、当然そのグラウンドの状況、よい状況で貸し出す。返すときにみんなマナー

としてグラウンド整備していくのは、それは当たり前だと思うんですけれども。やっぱりその利用

料が年々上がっていくにつれて、その辺のレベルというものも、やはり市民も求めてくるというこ

ともあるので、現状の仕様書の中でそのあたり見直せるようなことがあったら、ぜひ管理者と協議

をいただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○文化・スポーツ課長補佐（永田正三君） 私も野球を経験している身として、ほかの野球場とか

行くときにも、ブルーシートを敷いている球場とかはあります。そういうところは利用者が撤去す

ることはほとんどなくて、管理者が撤去しているような状況が見受けられるので、今後、指定管理

者と協議しながら、そこら辺の取扱いどうするかというところも含めて検討させていただければと

思います。 

○委員（早川真君） ありがとうございます。 

 本当に、恐らくこの庁舎の中で一番その辺を熟知されている永田さんのお答えだと思いますので。

本当にそうなんですよね。ほかの球場に行くと、やっぱりそういったところも管理の方がしっかり

やってくれるし。あと例えば、今はなくなりましたけど、鍵の受渡しなんかも、ちょっと間に違う

団体を挟んだことでかなりトラブルがあったということも過去ありましたので。少し当日の、それ

までのふだんの管理すごくよくやってくれていると思うので、当日の対応について少し御協議いた

だけたらと思います。 

 それで、あともう一つ、やっぱり野球場とかサッカー場っていうのはチームスポーツで、かなり

たくさんの人に連絡を取り合って、みんなで予定を立ててやっているところで、今、当日の８時で

すかね、オープンかクローズかということが発表されます。もちろん微妙なときは仕方ないのかと

思うんですけど、明らかに前日に大雨警報が出ているときとか、台風が近づいている、そんなとき

でもなかなかその当日にならないと状況が分からなくて、皆さんちょっと予定がこれじゃ困っちゃ

うんだよねという声もあるので、そのあたりもちょっと臨機応変に、前日で判断できるようなとき

があったら、ぜひそこもよろしくお願いしたいんですけれども、その辺はいかがでしょうか。 

○文化・スポーツ課長補佐（永田正三君） 今、委員おっしゃられたとおり、当日の８時に判断、

これは前日から雨が降って、もう利用ができない場合は、早めに中止の連絡等できるように、市民
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サービスの向上にちょっと努めていければと思っております。 

○委員（江川克哉君） 湖北台図書館について質問させていただきます。 

 まず、今後のスケジュールについてはどのようにお考えでしょうか。 

○図書館長（穐村喜代子君） スケジュールなんですけれども、今、市で湖北台の全体の公共施設

の整備の方針というのが出ております。今、第１期整備の方針で、消防署を中里地区に造っている

ところだと思うんですけれども、その第２期整備の方針が令和６年度から検討が始まる予定となっ

ております。 

 そこで湖北台の図書館、それとほかの公共施設、社会福祉協議会の会議室等を含めたものをどう

していくかという検討を始めるという予定になっております。 

○委員（江川克哉君） 今後、かなり検討しないといけない、いろいろな建物が統合したりとか、

どの場所で造るとかということなので、まだ全然見えていないということなんですが、以前ちょっ

と聞いたのが、移動図書館を湖北台図書館の補完のために利用していくというようなことも聞いた

んですけれども、どうなんでしょうか、利用されている方の人数とかは、十分補完できそうなんで

しょうか。 

○図書館長（穐村喜代子君） もちろん建物の図書館と、あと移動の図書館では、役割も開館時間

も全く違いますので、１００％補完できるとは思えないんですけれども、ただできる限りニーズが

ある一番いい場所に移動図書館のステーションを置くということも考えながら、今後検討をしたい

と思っております。 

○委員（江川克哉君） そうしますと、新しく消防署もできて、いろいろな建物が一つになったり

したときに、湖北台図書館を移動図書館にするんではなくて、湖北台図書館が別のところに出ると

いうことも今後検討していくということでよろしいですか。 

○図書館長（穐村喜代子君） もちろんそのとおりです。 

 移動図書館については湖北台地区だけではなく、ほかの地域ももちろん全部回っていますし、小

学校も全校回っているような状況ですので、湖北台に点々と、１丁目、２丁目、３丁目ってすごい

短いスパンで行けるというわけではないので、本当に人が集まりやすい場所ですとか、そういった

ところに湖北台地区、湖北地区もステーションを造りたいなという考え方はあるんですけれども、

はいそうですね、委員のおっしゃるとおりです。 

○委員（江川克哉君） ありがとうございます。 

 非常に市民の方も楽しみにしている図書館ですので、今後の検討を何とぞよろしくお願いします。

答弁結構です。 

○委員（早川真君） 私もちょっと関連して。私のところにもその話たくさん来ているもので、ち

ょっと確認させてください。 
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 一応発表はされているんですけれども、まず議会という場ですので、老朽化により不具合箇所が

多数出ているということで、ここについてまず具体的に御説明ください。 

○図書館長（穐村喜代子君） 老朽化の箇所なんですけれども、本当に言ってしまうと、ちょっと

切りがない感じにはなってしまうんですが、少し具体的に申し上げますと、まず急な階段があるか

と思うんですけど、その下にさびが目立ってきまして水が滴り落ちているですとか、あと階段の支

柱そのものコンクリの塗装が剝げてちょっと落ちてきてしまったという現象ですとか、あと自動ド

アが止まる、古くてもう部品の交換はできないと言われておりますので、止まってしまったら手動

にするしかないといったところですとか、あと出入口の手前の踊り場、階段が上がってすぐのとこ

ろに水がたまってしまうんですね、雨が続いてしまうと。そういったところですとか、あと２階の

エアコン３台のうち２台がエラーが出がちなんです。これ６年くらい前に室外機の清掃をしたんで

すけれども、やはりそもそも古くて交換はできていないので、その辺のところ、エアコンが止まっ

てしまうかもしれないという。それと２階のトイレの２基のうち１基が、もう水が垂れてきてしま

って、水がたまってしまったので、１基取り外しました。 

 それとか、あとは耐震補強は済んでいるんですけれども、壁にひびが入っている状況です。１階

に下りますと、エアコンの状況なんですけれども、２台あるうちの１台はもう諦めまして、事務室

兼用ですので、つけていないというか修理はせずに取り外したという状況になっています。 

 あとバルクリースというのを市役所全体で何年か前に行ってＬＥＤ化されたと思うんですが、湖

北台分館の場合は、電気等の設備も古かったのでＬＥＤには替えておりません。それで今後も替え

られません。それと集密書架のほうなんですけれども、電動なんですが故障しがちで、年に何回か

止まるんですね。そうすると本が取り出せなくなってしまったりしております。そういった状況で

す。 

○委員（早川真君） 本当に大変な状況の中、修繕、修繕しながら対応してくださってきたんだな

というのも重々分かっております。そもそも今度代替サービスとして移動図書館というお話もあっ

たけれども、この湖北地区図書館そのものが我孫子市の図書館構想からすれば代替施設であったと

私は認識しています。そもそも浄水場の中にあるということ自体も、セキュリティーからすればお

かしな話ですし。 

 図書館の担当の方は御存じかもしれないすけど、恐らく議会でも３０年近くいる人じゃなきゃ分

からないと思うんですけど、もともと我孫子市の図書館の構想というのは３館造りましょうとなっ

て、布佐ができましたよね。アビスタも、いわゆる我孫子中央公民館があったときに、今度合築施

設でという形でアビスタができた。皆さんアビスタが中央館だとすごく勘違いされている方がたく

さんいらっしゃって。その後もちろん計画は変更になったけど。本来は湖北地区の図書館を中央機

能を持たせるということで、そのとき当時の市民の皆さんには、ああいう浄水場の代替施設だけれ
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ども、それができるまで我慢してよという形で始まったのがスタートなんです。この中里の問題と

はちょっと違うんですスタートが。それは後からの話でね。 

 その中で、これはもう今の市政じゃなくて、もっと前の市政なのでね。今の市政に求めることで

はないんだけれども。当時の市民の人たちで、何とか我孫子でふさわしい図書館をつくりたいねと

いうことで、市民の皆さんが集まって、行政の皆さんと一緒に委員会をつくって、いろいろな施設

を視察に行ったりして、当時は中央公園に公園と一体型のそういった図書館ができないだろうかと、

まさに今のアビスタのようなすばらしい構想だったと思うんですよね。 

 ところが、これも市長の時じゃないからそれは求めませんけれども、当時の執行部は、いや、公

園用地は削らせませんということで、それがなくなってしまった。その後、じゃ用地はどうしよう

かということで、ちょっと暗礁に乗り上げてしまって、この間あったと。 

 消防署の施設の話が出たけれども、もともとはそういう考え方でスタートしてたので、湖北地区

という意味では、確かにそれは整合性は取れているけれども、もともとの考え方ともともとの暫定

でやってきたところの立地からすると、あまりにもちょっと東に遠くなってしまって利用が難しい

よねという形で、なかなかちょっと住民の方々も１期目には話がまとまらなかったって、これが本

当のところだと思うんです。 

 ですので、本当に多くの皆さんの希望をずっと待っていただいている状況ですので、２期、これ

秋頃から電子図書館サービスを導入するって言うけど、これ電子図書館サービスっていうのは、い

わゆる今のような図書館って、先ほども機能が全然違うっておっしゃったじゃないですか。 

 やっぱり現地に行って、最初からこの本を狙っていくのもありだけれども、そうじゃなくていろ

んなものを見ながら、そこでまず読書をしたり、そしてこれは借りていこうと、これが図書館の本

来の機能だと思うんで。これはやはりちょっと代替サービスと言うには、ちょっと弱いと思うんで

す。 

 実際私のところにも、もう３０年楽しみにしている人たちが毎日、もうその方々も８０代ですね。

その方々、毎日日課として湖北台の浄水場に通って読書をして帰っているという方々がいらっしゃ

います。中心になってやってきた方々で、もう鬼籍に入ってしまった方々も私も知っています。 

 そういう方々からやっぱり連絡がありましてね。これちょっとどういう、俺たちの生きがいだっ

たんだよって、毎日通っていたんだけどって。電子図書館サービス分かんないよと、そういう声が。

じゃ次いつなんだろうねということで、ごめんなさい、長くなっちゃうけれども、先ほど令和６年

度から検討に入るということで、何とか市のほうも、湖北台の施設の統合化の２期工事でやってく

れるって言ってくれているから、もう少し待ってくださいというふうに説明しているんだけれども、

いやあ、その頃俺らもういないよねって言われちゃうんですよね。ですのでこれ本当に急いでいた

だきたい、この計画について。 
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 少なくとも、でき上がるのがいつになるか、もちろん難しいかもしれないけど、見えてくれば皆

さん、ああ、そっかと。それまで、バス乗ってほかのところ行こうかとか、電子図書館こういうの

にも俺たちもチャレンジしてみようかなとか、そういうことにもなるかと思うので、ぜひぜひ説明

この計画２期工事というか、図書館のほう最優先で進めていただきたいと思います。ぜひよろしく

お願いします。 

○図書館長（穐村喜代子君） ありがとうございます。 

 代替のサービスと言って電子図書館って今おっしゃっていただいたんですけれども、電子図書館

に関してはあくまでも図書館の新しいサービスという位置づけになっています。というのも湖北台

の地区の方だけ利用できるのではなく、我孫子市内の方皆さんもちろん利用できますので、それは

新しいサービスと考えています。 

 湖北台を２階をちょっと使えないという状況になるに当たっては、１階のほうで窓口を開いて、

そこで本は読めないんですけれども、予約していただいた本を取りに来て、貸し出すということで

すとか、あと移動図書館を土曜日に羽を開いて、そこで本を選んでいただいてということもしてい

こうということで４月から始めますので、そちらのほうを御利用いただいて、あとは何とか検討の

ほうを行っていくということで。 

○委員（早川真君） ぜひお願いします。 

 一日も早く地域の皆さんが希望を持てるような計画を発表されることを願っておりますし。 

 それと移動図書館ですよね。土曜日の午後ということですけど、これもちろん車のこともあるし、

そのスケジュールとかもあると思うんだけど。先ほど申し上げましたけど、湖北台、大変高齢化が

高い中で、湖北台だけじゃないですね、いろんなあの周辺高い中で、本当に自分の健康を保つこと

も含めて、そして読書ということで日課にして通われていた人たちがたくさんいらっしゃいますの

で、ぜひ、ちょっと今の段階では即答は難しいかもしれませんけど、土曜日の午後というだけでは

なく、もし可能なのであれば、もう少し移動図書館の回数を増やしていただけるかどうか、その辺

についても御検討いただけますでしょうか。 

○図書館長（穐村喜代子君） 今、本当に即答はできないんですけれども、水曜日から土曜日まで

の午前中までの間、移動図書館が今フル稼働なんですね。小学校１３校全部行っていますので、火

曜日まで使って動かしているというような状況ですので、なかなかちょっと時間取れるかどうかは

分からないんですけれども、もう一度練り直してはみます。ありがとうございます。 

○委員（早川真君） 分かりました。 

 小学校１３校についての、その辺のぜひアピールしてもいいかなと思うんですね。そうすると本

当にそれぞれの地域の方々が、そこに小学生だけじゃなくて使えるということをもっとお知らせ。

それは、でも学校だけなのかな、そうすると。 
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 そうすると、学校だけということになると、そうではなくて、その地域の方も利用できるような

形で。例えば浄水場ということであれば、すぐそばに西小学校があるわけですから、そこに来てい

ただいているんであれば、１回じゃなくて２回、実際そういうカウントも考えられますので。ちょ

っとその利用の、今は制限されているかもしれませんけど、その辺の枠についても十分子どもたち

のセキュリティーの面を考慮しながらになるとは思いますが、その辺もちょっとぜひ検討いただけ

ますでしょうか。 

○図書館長（穐村喜代子君） 小学校に関しては、今本当に小学校の子どもたちと、あと先生しか

利用できない状況にはなっています。私が勝手に答えられはしないんですけれども、学校のほうも

やっぱり開かれた学校ということも目指しておりますので、いつの日か市民の方もお使いいただけ

るようになるといいかもしれないんですが、今のところやはり学校の子どもたちだけという利用に

なってしまいますので、ほかの場所でステーションを考えていきたいなと思います。 

○委員（早川真君） 分かりました。 

 ちょっといい方法だなと思ったんですけどね、しっかりとした管理された中で、小学校区という

とまさに地域の方々が徒歩で行ける範囲ですので。それはちょっと、今はこうだから、もちろん規

則があるんでしょうけど、そこはちょっと柔軟に考えていただいて、一番それがお金もかからず、

スケジュールもそれほど変更せずいける方法だと思いますので。そこについては、もう少しちょっ

と、もう入り口で駄目じゃなくてちょっと検討いただけますか。 

○図書館長（穐村喜代子君） 指導課だったり学校教育課だったりと相談しながら、少し進めてま

いりたいと思います。 

○委員（早川真君） ぜひよろしくお願いします。 

 やっぱり先ほど公園の話もあったけど、公園とそれから図書館が充実しているまちって、やっぱ

りすごくいいまちが多いですよね。ですので、我孫子市というのは緑も多いし、だからすごくそう

いう可能性のあるまちだと思います。それで移住してくる人たちも、定住してくれる人も増えると

思いますので、そういったことも進めていただけたらなと思います。 

 今、移動図書館、小学校１３校お話を聞いたときに、私すぐ思い出すのは、柏市ってしっかりと

した図書館って、最近ですよね。我孫子とはちょっとやり方が違って、もともと近隣センターに全

部図書室があるんですよね、柏市って。だから、地域の人たちはそこに行っていろんな本を読んだ

りとかしていて、今の現在だったら多分オンラインで移動させていたんです。でも最初はそうじゃ

なかったと思うんですね。 

 そういったやり方やっているとこもあるし、それがいいってわけじゃなくて、やっぱり我孫子は

それよりもしっかりとしたもの３館造ろうということで進めてきたから、それはそれでいいと思う

んですけど。高齢社会になってきて、そういった方法も一つの方法かなと思いますので、ぜひほか
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の公共施設を十分学校も含めて利用していただいて、市民の皆さんが身近に読書に接せられるよう

な環境をこれからも整えていっていただければなと思います。本当に、よくやっていただいている

と思いますんですけれども、非常に皆さん残念で、もう本当に残念、残念だという声が届いていま

すので、ぜひよろしくお願いします。 

○図書館長（穐村喜代子君） ありがとうございます。 

 図書館としてもというか、教育委員会としても本当に苦渋の決断で、湖北台分館、２階は入れな

いということにしたんですけれども、ほかの方法何かないか、それは電子図書館も含めて考えてい

きたいと思っております。 

○委員長（内田美恵子君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） ないものと認めます。 

 暫時休憩いたします。 

午後３時０７分休憩 

─────── 
午後３時１１分開議 

○委員長（内田美恵子君） 再開いたします。 

 次に、健康福祉部に対する質問をお願いします。 

○委員（江川克哉君） 第３期我孫子市国民健康保険データヘルス計画及び第４期我孫子市特定健

康診査等実施計画についてお尋ねいたします。 

 先日勉強会で勉強させていただいたんですけれども、そのとき５時過ぎていたもんですから、ち

ょっとなかなか質問ができなくて、質問しなかったんですけれども、こちら見させていただいて非

常にびっくりしました。まず、我孫子市が千葉県の中で健康寿命が男子、女子ともに第１位なんで

すよね。これは非常に特筆すべきことで、もっともっと我孫子市は宣伝したほうがいいんじゃない

かなというふうに思ったんですけれども。 

 まず一つの、一つではないんでしょうけれども、考えられる原因としては、いろいろあるんでし

ょうけど、どのようなものをお考えになりますでしょうか。 

○健康づくり支援課長補佐（村田真友美君） 健康寿命延伸のために、市では健康増進法に基づく

心も体も健康プランやデータヘルス計画、介護保険事業計画、高齢者保健福祉計画など、各計画の

整合性を取りながら推進に取り組んでおります。 

 例えば心も体も健康プランでは、生活習慣の改善、疾病予防のために、日頃から市民が望ましい

生活習慣を実践するということで、疾病そのものを予防する１次予防というものを重視して、健康

や食生活、歯、口腔に関わる啓発、情報提供などを実施するほか、健康チェックとしてがん検診や



【会議録（暫定版）】校正中の原稿のため、正式な会議録ではありません。 

55 

脳ドック事業などを実施しまして、生活習慣病や認知症のリスクなど、まず早期発見ということに

つなげています。 

 またデータヘルス計画においては、特定健康診査や特定保健指導を実施し、将来の生活習慣病の

発症や悪化の予防ということに取り組んでいるとともに、健診結果やレセプトデータ等の健康医療

情報を活用して、特定健康診査や特定保健指導の未利用者対策、生活習慣病の治療者等受診勧奨事

業、糖尿病性腎症重症化予防事業などを行うなど、幅広い年代の被保険者の方の状況と健康課題に

応じた保健事業を実施して、健康寿命の延伸を目指しています。 

 またさらに、介護保険事業計画、高齢者保健福祉計画においては、高齢者が健康で生きがいのあ

る暮らしの実現を目指しまして、高齢者なんでも相談室での健康相談や健康状態不明者の状況把握、

地域の通いの場へ専門職が出向いて、高齢者のフレイル状態を把握した上で実施する保健事業と介

護予防の一体的事業などを行っておりますので、これらの様々な取組によって高い実績というのが

出ているのかと思われます。 

○委員（江川克哉君） ありがとうございます。 

 関係者の方々の様々な御努力によって、そういった結果になったんだと思うんですけれども、今

の御回答と同じことにはなると思うんですけれども、それ以外にも、要介護支援認定者の疾病別有

病率、これ令和４年度なんですけれども、これを見てみても、糖尿病、高血圧症、脂質異常症、心

臓病、これがいずれも県の中でも、それから同規模の他市でも、それから国と比べても非常に我孫

子市は少ないという状況ですので、これも先ほどおっしゃっていただいた、もちろん栄養管理です

とか運動ですとか、また心のストレスの解消のことですとか、様々なそういった事業について、そ

ういった結果になっていると。これはそういうことでよろしいですか。 

○健康づくり支援課長補佐（村田真友美君） 委員のおっしゃるように、これが特にというような

ところではちょっとなかなか言えないかとは思うんですけれども、先ほど申し上げたような様々な

ところでの取組で、結果が少しずつ出てきているのかなと考えます。 

○委員（江川克哉君） ありがとうございます。 

 先ほどの国民健康保険ともちょっとかぶってくると思うんですけど、医療費が逼迫している理由

としてあらゆる理由が考えられますけれども、特に聞いていますのが、腎臓の透析に非常に費用が

かかって保険料を逼迫しているということなんですけど、これに対しても我孫子市は、非常に県や

同規模の他市とか国と比べても非常に低いんですけれども、それに対しては特に何か特筆すべき、

このことかなというような思い当たるようなことってありますか。 

○国保年金課長（海老原正君） 透析患者の方の医療費というのが１年間で大体６５０万円ほどか

かるというのが、国民健康保険のレセプトデータであるとか、そういったもので大体そのぐらいか

かるというものも出ていますし、透析に至るまでに、その原因となった疾患というのが、糖尿病性
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腎症というものに至った方が透析になられるというのが約７割というデータも出ています。 

 そういったこともありますので、国保事業としてデータヘルス計画に位置づけている事業で、糖

尿病性腎症重症化予防事業というものを位置づけまして、そのリスクがある方々に対して保健指導

を行ったりとか、そういった取組を今までやってきていますし、今度、新しい計画が４月にできま

すけれども、その計画でも位置づけて、引き続きそういう事業は続けていって、市民の方が被保険

者の方になりますけれども、透析に至らないような取組を今後も続けていきたいと考えております。 

○委員（江川克哉君） ありがとうございます。 

 これ本当に様々な方々の御努力の結果だと思いますので、今おっしゃっていただいたように、こ

れからも市民の健康を保持していく御努力を引き続き続けていただきますよう、何とぞよろしくお

願いします。 

 以上です。答弁結構です。 

○委員（早川真君） 第９期介護保険事業計画、先日勉強会させていただきました。 

 そのときにもるる申し上げたんですけれども、これまでちょっといろいろ問題提起をしてきた立

場から、やはり議会のほうできちんと少し示させていただきたいと思いますので、勉強会と繰り返

しになることもありますけれども、しばし御容赦いただきたいと思います。 

 それで、これ全体的に読ませていただいて、先日も勉強させていただいたんですけれども、介護

サービス事業所にとって事業経営上の課題、何に一番悩まれているとお考えでしょうか。 

○介護保険室長（茅野強君） この介護保険事業計画策定前に、介護サービス事業所のほうにアン

ケート調査を取りました。その結果、やはり人材確保、人員不足というのが、今コロナ禍は５類に

は下がりましたが、いまだに介護サービス事業所のほうは、感染対策、３密を徹底して行っている

ということですので、やはり介護人材のほうが一番大きな問題ではないかと思っております。 

○委員（早川真君） お答えのとおりだと思います。 

 このアンケートのほうでも、職員の確保が難しいと答えられたところが７２．９％、それから職

員の待遇改善ができないと答えられたところも２１．８％と。その間には、事務作業が多いとか、

それから介護報酬が低いだとか、いろいろなことがあります。 

 そういった中で、そういった事業所をしっかり支えていかなきゃいけない、社会で支えていこう

ということで、恐らく介護保険制度もでき上がって。ですので、介護保険料の値上げについては、

ある程度の市民も、そして議会のほうも理解が得られているというのは、そういった背景もあろう

かと思います。 

 ただ、それをおいても、本当に介護保険制度の中で、お給料も出しながら事業を運営していくの

は物すごく大変なことで、やはりそもそもの問題として、介護従事者の労働力の割に賃金が安いと。

これがもう社会問題。これはもう我孫子市だけの問題じゃなくて。ですからいろいろなことを国も
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提案してきたり、県のほうも提案してきたり、それから私も何度も何度も我孫子市にもお願いして

いるんですけれども、なかなかやってくださらないですけど、市としての独自支援策。それは施設

にじゃなくて。施設には今までやってくださっていますね。コロナ禍のときとかにもそういうのが

ありますけれども。そうじゃなくて、そこで働く人に何かないだろうかということで、お話をさせ

ていただいてきたところなんですけれども。 

 実際この９期の計画の中でも、基本指針の中で、もう介護人材確保及び介護現場の生産性向上の

推進ということで、その一番最初にケアマネジメントの質の向上及び人材確保というところで挙げ

られていますので、市としてもこれが一番大事なんだなということを認識されていることは十分分

かった上なんですけど。では、施政方針にもありましたけれども、介護人材の不足に対応するため、

介護分野への就業希望者等を対象としたイベントの開催や、キャリアアップのための資格取得費用

を助成支援するなど、様々な取組を通じ介護人材の確保、育成に努めますと書いてあるんです。 

 これはぜひ進めていただきたいけれども、これで確保できるとお思いでしょうか。 

○介護保険室長（茅野強君） 介護人材につきましては、やはり千葉県の統計資料等見ても、今後、

もう千人単位で人材が不足するということが言われております。 

 今回の私どもで、計画のほうで含めさせていただいた初任者研修の助成、実務者研修の助成、こ

れらを行っても、抜本的にやはり介護人材の充足というのは、厳しい状況が今後も続くのではない

かと思います。 

○委員（早川真君） これはもちろん介護保険制度の限界というのもあるし、ここはもう本当に国

にしっかりと、導入後かなりたっていますから、しっかり見直していただかなければいけない。 

 場合によっては、国費としてきちんと別の形で投入していただいて、介護人材を確保していくと

いうことも求めていかなければいけないと思いますし、こういうのは我々議会とか、もちろん市長

は市長会とかあるでしょうけれども、そういったところでいろいろ私たちも政治的な動きも必要か

と思うんですけれども。一方で、事務方の方々の中でも、これではうちのほうは十分でないよとい

うようなことについても、少し積み上げていっていただきたいと思うんですね。 

 それで、今回ちょっと具体的にお話聞きたいのが、職業人講話会や職場体験学習、それからそう

いう介護職の理解を高める取組を行いますというこのイベントの趣旨、これは大切なことなんで、

それこそお子さんも含めてどんどん進めていただきたい。これはこれで。だけど、これが直、では、

よし、介護職に就いてみようかって思うときに、現実的にいろんな条件を見て、なかなか希望者が

いないということもあるんです。これ、学校の先生なんかもそうかもしれないけれども、そういっ

たことが出てくる。 

 じゃ、もう一つのほうですね。資格取得の費用助成、こっちが結構ポイントになるのかなと思っ

たんですけど。これでも、いろいろ見てみますと、これ市の独自事業ということではないですよね。
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これに９期に書かれていますけど。これについてまず説明してください。 

○介護保険室長（茅野強君） こちらにつきましては、県の事業で補助を７５％受けて行う事業と

なります。 

○委員（早川真君） 県の補助事業で県が７５％、市町村が２５％ということなのかなと理解しま

したけど、これは恐らく我孫子市だけが手を挙げているんじゃないですね。近隣市はどこも手を挙

げていると理解していいですか。 

○介護保険室長（茅野強君） 委員御指摘のとおりです。 

○委員（早川真君） そうすると、これは多分ですよ。もちろん介護職の方が資格を取るためのス

キルアップのためにはもちろん、それには貢献いただけるけれども、でも人材を確保していく。我

孫子市の介護施設の介護人材不足の解消には、恐らくこれではつながらないと思うんですね。結局

取り合いは変わりませんけど、そうはお考えにならないですか。 

○介護保険室長（茅野強君） 確かに、委員御指摘のとおり、近隣の自治体でも行っている事業と

いうことで、やっとこれでイーブンになったなみたいなお話、以前だったかと思うんですけれども。 

 確かに、人材としては充足できないかもしれませんが、やはりこれらの方が資格がないと介護助

手ということで、やはりこれらの初任者研修、実務者研修を取ることによって、やはりスキルアッ

プをしていただいて、あとは、お一人のモチベーションの変化にもつながるかと思いますので、や

はり数的なものは難しいかもしれませんが、一人一人の働くモチベーションの変化、高いモチベー

ションで業務のほうに取り組んでいただけるのではないかなということで、こちらのほうは考えて

おります。 

○委員（早川真君） ありがとうございます。 

 それはこれで、ぜひそれを進めていただきたいと思います。そこでスキルアップして資格を取る

ことによって、それが給料のアップにつながればいいなと思いますし、そういったことを事業者に

も促していっていただきたいと思うし、ただ事業者は先ほど申し上げたとおり、介護保険制度の中

の入りの中で運営せねばならないので、なかなかそうは言っても、せっかく資格取っても、そうい

う方々にいいお給料をしっかり出せるのかどうかというのは大変難しい課題だと思うし、そうする

と大手は何とか体力があるからやれたとしても、中小の事業所がどんどん閉鎖していく。こういっ

た形で、結果的に高齢者の方々の市民サービスが低下してしまう。 

 １例を言えば、やはり今、何とかかんとか大きい特養さんなんかはできていたりする。それと、

入所の施設で定員入っているところは何とかなっているけれども、どこもやっぱりデイサービスや

らなくなってきていますよね、大きいところ以外。少しそういうところも増えてきている。これは

我孫子だけじゃなくて、いろいろなそういう課題も出てきていますので。これコロナで落ち着くの

かと思ったら、そういうわけでもないですね、どうも見ていると。 
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 ですから、やっぱりもっと根本的なところに課題があると思うので、これはこれで、何度も言う

けど国にしっかりやってもらなきゃいけないけど、でも、即時的に今我孫子がそういう人材を確保

しなきゃいけないということになると、私も何度もいろんな自治体のお話していますけど、他市の

ように、介護職、市内で働いてくださる方に対して、家賃補助であるとか、保育料の補助であると

か、そういったことをやっているところあるよって、ちょっと考えてみたらどうなんですかという

こともお話ししてきました。 

 ですので、そういったことも、この計画を見ると、本当にこの２つの事業に言い切っちゃってい

るんですよね。ではなくて、これからそういった何かいいアイデアが出てきた、あるいは国の動向、

県の動向で、こういったことも加えて、介護人材確保で我孫子の独自支援策できるんじゃないかと

いうことがあったときに、即座にそこで実施できるような、そういった計画書にしていただきたい

んですけれども。 

 これまだ、コンプリートではないと思うので、ぜひこの人材育成確保支援事業のところをもう少

し含みを持たした形で、私ももっともっと、いろいろと歩いて調べて皆さんにお話ししたいと思う

し、勉強したいと思いますし、皆さんも少しその辺研究いただいて、ちょっと書き口というのです

かね、少し工夫いただけないかな。これだけだと多分私がこれからいろいろ提案しても、次の１０

期計画で検討したいと思いますのでというのがまたずっと続いてしまうのかなと思うので、少しこ

こは、改良の余地があるのかどうか、お願いします。 

○介護保険室長（茅野強君） 委員御指摘のとおり、やはり今、現行の素案のほうですと御指摘の

項目が抜けておりまして、やはり私どもとしては、国が取り組んでいる多様な人材の確保や処遇改

善等を伴う総合的な取組、国が行っております。次に県では、千葉県福祉人材確保・定着推進方針、

これを策定して市町村や事業所と連携した人材確保等を行っております。 

 あと、私ども、もう本当に細かいことになるかもしれませんが、資格を有していない介護助手の

活用ですとか、あとは事業所に対するハラスメント研修とか、そういうところで介護従事者の負担

軽減や離職防止の取組、これらを進めていければと思っております。 

○委員（早川真君） ぜひよろしくお願いいたします。 

 くどいようですけれども、国全体そして県と一緒に進めている事業では、多分、即時的には、我

孫子市の人材不足は埋まらないと思いますので、そこに負けないだけのいわゆる横になるのかな、

この場合横出しの我孫子市ならではの何かインセンティブがないと、ちょっと集まらないと思いま

すので、そこはまた今後も引き続き検討いただいて、この計画の中で実現できるように頑張ってい

ただきたいと思います。 

 それで、今ハラスメント対策のこと、お話ありました。指針の中の人材確保の２番目に出ている

ということで、これもすごく課題になっています。ハラスメント、それから介護虐待の問題もあり
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ますよね。これが、じゃ、虐待してしまったその介護従事者だけに本当に問題があるんだろうかと

いったら、私はそうとは思えないですね。少々大きな特養でも夜になると１人で何十人と見ている

ような状況も聞いておりますし、そういう中で、さらにハラスメントなんかがあれば、やはりその

従事者の方のすごく精神状態も厳しくなってくると思いますので。そこは重々市のほうでも、どう

いった状況で皆さん働いてらっしゃるかということは把握していただいて、必要な対策、事業者に

場合によっては指導も含めてしっかりやっていただかないと、ますます離れていくだろうなと思い

ます。 

 それで、例えば県外、でも市内、市外にも、県内にもあるのかもしれないですけど、私は福岡県

辺りでは確認したんですが、大きな介護事業所とかだと、カウンセラーを自前で職員として採用を

して、それでその事業所の職員のカウンセリングをしているというお話を聞いております。 

 市内あるいは近隣でそういった施設のこのあたりはございますでしょうか。 

○介護保険室長（茅野強君） ちょっと情報のほうは把握はしておりませんが、すみません。県の

ほうで、恐らくカウンセラー派遣事業というのがあったかと思いますので、ちょっとその制度を調

べて、事業所等にも周知等、図っていければと思っております。 

○委員（早川真君） ぜひよろしくお願いします。 

 これちょっと今日いきなりの質問だったんで恐縮です。ヒアリングしとけばよかったなと思うん

すけど。県のほうでそういうカウンセラー派遣事業があるのであれば、それを活用していただいて

市内の事業所に定期的に派遣いただくということも一つだと思いますし、例えば我孫子市で本当に

独自支援事業としてやるのであれば、我孫子市で、そういうカウンセラーの方を採用していろんな

事業所に回っていただく。こういうことも、ありなのかなと思いますので。ぜひその辺についても

ちょっと幅広く検討いただいて、働く方々の賃金面だけじゃなくて、そういったケアについても御

配慮いただければありがたいと思いますが、よろしくお願いします。 

○介護保険室長（茅野強君） 介護保険事業計画につきましては、策定後も介護保険市民会議で進

行管理等行ってまいりますので、そちらも併せて検討等進めて、議題に上げさせていただいて、取

り組んでいきたいと思っております。 

○委員（早川真君） ありがとうございます。 

 本当に、現場としても事業所も本当に回っていただいて実情を見ていただいているのもよく私も

承知しておりますし、皆さんもう数少ない人員の中で、本当にやっていただいているのもよく分か

っています。 

 ただ、このままいって新年度また、１つ１００床ということで施設ができて、これはこれで本当

にありがたいなと思っているんですけど、恐らく近い将来、施設はできても、ベッドは空きがあっ

ても、働く人がいないから入所ができないという、こういった事態が現実になってくるんじゃない
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かなという懸念もありますので、ぜひそこで働く方々のケアについて、引き続きよろしくお願いい

たします。ありがとうございます。 

○委員（岩井康君） 私のほうからは、当市も高齢化がかなり進んでいるわけですけれども、そう

いう中では、高齢者なんでも相談室に行って相談をする方もいれば、また認知症になってしまった

とかね。また家族の方もかなり高齢でなかなか対応できないと、こういった方々も増えていると思

うんですね。 

 そういう中で出てくるのが一つは後見人なんですけれども、後見人を例えば市長あっせんの後見

であるとか、それから法定後見だとかいろいろありますけれども、認知症になってからではもう後

見人つけられませんので。そうなると、我孫子市では今現在どういう形で後見人の養成等々をして

いるのかについてお知らせいただきたいと思います。 

○高齢者なんでも相談室長（長島公子君） 高齢者支援課では、市長申立ての後見人のほうを行っ

ているんですけれども、そちらの方は、やはりおうちで家族に虐待を受けていて経済的に搾取され

ていたり、あとは認知症になってという方がやはり多く、そういった方を市長申立てという形での

後見人として、対応しているところです。 

○委員（岩井康君） ありがとうございます。 

 家族の方がいらっしゃればそういう方法もあるんですけれども、独居の方とか、そういった方な

んかに対して早く手を打たないとなかなか大変な問題になっていくわけなんで、これらについても

市としてもどういう対応をしていくのか、ぜひ急いでいただきたいなと思うんですが、いかがでし

ょうか。 

○高齢者なんでも相談室長（長島公子君） 成年後見人につきましては、こちらのほうとしては市

長申立てに係るって、先ほどおっしゃったような形での対応をしているところなんですけれども、

２親等以内の親族がいないとか、または親族がいても虐待によって権利侵害の状態になっていると

いうケースが増えてきておりますので、そういったことがならない前に、なんでも相談室やケアマ

ネジャー、そういった関係機関が意識を持ってそのケアに当たって、そういうふうにならないよう

な形を取っていけたらというふうには思っております。 

○委員（岩井康君） なんでも相談室に行っていろいろ相談する、そして、市長申立ての後見人を

具体的に進めていくというのも方法ではありますけれども、多くの市民がそういった活動にも参画

できるような、そういう運動をやっていく必要があると思うんですね。 

 そういう点では、養成講座をしっかりと取り組むとか、そういうふうにしながら、１回に何十人

なんていう数にならないかも分からないけれども、しかし、積み重ねていく中で後見人が生まれて

くるとなりますと、市の職員の方と一緒になってそういった活動も進められていくというふうに思

うわけですね。ぜひそのあたりについても。 
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 たしか何年か前は市のほうも養成講座なんかのバックアップをしてくれたと思うんですよね。今

はどうなっているのかなというのをお聞きしたいんですが。 

○社会福祉課長（小池斉君） 後見人の中でも、今委員おっしゃったように、市民の方も参画でき

るということで、市民後見人の養成講座につきましては今年度も実施しましたし、来年度以降も継

続して実施していくという予定でございます。 

 それからあと、そういった市民後見に限らず、成年後見制度について気軽に相談ができる制度の

利用方法ですとか、そうしたことを相談できる窓口といったものを一括してできるような、中核機

関というのを今後我孫子市でも設置していきたいと考えておりますので、そういったことの設置に

向けての、今、関係者を集めて会議を実施しているところですので、今後そういった市民の方が、

特に高齢者の方非常に増えておりますので、そういった方々が将来的に後見人をつけるに当たって、

どうしたらいいのかというのを気軽に相談できる窓口の設置に向けて、今後じっくりと検討して実

施に向けて進めていきたいと考えております。 

○委員（岩井康君） ありがとうございます。 

 養成講座をするにしても当然、予算を伴うわけですね、財政が。ですからそのあたりについても、

財政的な措置をしながら、そしてぜひ市民が後見人の仕事ができるような、そういったシステムに

さらに高めていただきたいと思うんですが、いかがでしょうか。 

○社会福祉課長補佐（津川智君） 市民後見人養成講座につきましても、今後の会議の進行にもよ

るんですけれども、いろいろ進めていく中で諸問題いっぱい出てくるわけなんですよね。それを解

決していかなきゃいけないということで、まず専門職の方を、弁護士さん、司法書士さんのほか社

会福祉士さんなどをまず活用していただいて、その後市民後見人というのが、裁判所からもお話を

いただいているところでございます。 

○委員（岩井康君） ありがとうございます。 

 西館の３階のラックなんかにありますよね。後見人のリーフなんかがね。だからああいったこと

はあるんですけれども、実際にそれをしっかりと生かして市民後見人ができるようなことをぜひ進

めていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○委員長（内田美恵子君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） ないものと認めます。 

 暫時休憩いたします。 

午後３時４３分休憩 

─────── 
午後３時４７分開議 
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○委員長（内田美恵子君） 再開いたします。 

 次に、子ども部に対する質問をお願いします。 

○委員（芝田真代君） すみません質問させていただきます。 

 お手元の資料、市政方針７ページの３段落を御覧ください。３行目の「新たに「子どもの貧困計

画」及び「子ども・若者計画」」とありますが、こちらの内容について詳しくお聞かせいただけま

すでしょうか。 

○子ども支援課主幹（三宅智之君） 子ども総合計画の概要についてちょっと述べさせていただき

ます。 

 今、子ども総合計画なんですが、子ども・子育て支援法に基づきます、市町村子ども・子育て支

援事業計画と、あと次世代育成支援対策推進法に基づく市町村行動計画というのを兼ねておりまし

て、今、その子ども総合計画というのを実施しております。 

 今回、次期子ども総合計画策定のためにアンケートを実施したりしておりまして、令和７年度か

ら新しい第５次子ども総合計画というのをスタートをするようになっておりまして、その中で、今

までなかった部分で、子どもの貧困に対する計画ですね、いわゆる貧困を進めていくということで

はなくて、あくまでも貧困対策として、そういったことを推進していく事業を行ったりする計画、

そういったものを含める計画と、あと子ども・若者計画というのが、結局若者に対する支援策です

とか、そういった事業ですね。そういったところを含めて計画をつくっていくというようなことに

なっております。 

○委員（芝田真代君） ありがとうございます。 

 若者というのは、学生を超えてまでの範囲を指しますか。 

○子ども支援課主幹（三宅智之君） もちろん学生さんも入っておりますし、なかなかそこを定義

づけるというのは難しいんですが、やはり学生のより上の歳になっても支援を必要とする方もいら

っしゃると思いますので、そういった方も含めた形で、計画の中で含めて、事業を含めて実施して

いくというものになっております。 

○委員（芝田真代君） 丁寧な御答弁ありがとうございます。 

 こちら実は市民の方から御指摘がありまして、子どもの貧困計画というのはという、先ほど御答

弁にもありましたが、ちょっと耳障りがあまりよろしくないかと思いましたので、もし変更の意向

ございましたらお願いいたしたいところです。 

○子ども支援課主幹（三宅智之君） 御指摘いただきましたとおり、本市の中の表記の仕方という

のが貧困計画という表現になっておりまして、捉え方によっては貧困化を進めるみたいな意味を捉

えられてしまう方も中にはいらっしゃるということで、実はそういった御指摘をいただいておりま

すので、その辺の表現の仕方といいますか、今回の件に限らず、やはり市民に誤解を与えてしまう
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ような表現というのはやはりいけないというふうには認識しておりますので、今回の件にかかわら

ず、そういったところは、今後意識して、ちゃんと市民の方にお伝えできるようにやっていきたい

と思います。 

 どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

○委員（芝田真代君） かしこまりました。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（内田美恵子君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） ないようですので、所管事項に対する質問を打ち切ります。 

 暫時休憩いたします。 

午後３時５１分休憩 

─────── 
午後３時５３分開議 

○委員長（内田美恵子君） 再開いたします。 

 お諮りいたします。閉会中の継続調査事項につきましては、教育福祉行政について行政視察を行

いたいと思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（内田美恵子君） 御異議ないものと認めます。 

 よって、そのように決定されました。 

 なお、視察先等につきましては、委員長、副委員長に一任願いたいと思います。 

 以上で本委員会を散会いたします。お疲れさまでした。 

午後３時５３分散会 

 


